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平成１9年６月　広報なかの  ２３　平成１9年６月　広報なかの

　

中
野
市
の
中
心
を
流
れ
る
千
曲
川
の
水
辺
や
周
辺
の
里
山
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
環

境
保
全
に
努
め
る
こ
と
と
、
そ
の
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
千
曲

川
周
辺
の
住
民
や
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
身
近
な
環
境
保
全
や
美
化
に
取
り
組
む
事
例
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

千
曲
川
水
辺
・
里
山
環
境

保
全
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
千
曲
川
周
辺
の
環
境
保
全
の

た
め
に
、
自
然
観
察
会
の
開
催
や
環
境
保

全
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
小
学
生
や
親
子
を
対
象
に
、
野
鳥
観
察
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
う

・
千
曲
川
周
辺
の
写
真
展
を
開
催
す
る

・
環
境
保
全
活
動
を
支
援
す
る

　

写
真
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ

ん
か
ら
千
曲
川
周
辺
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
傑
作
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
に
あ
た
っ
て

・
千
曲
川
や
そ
の
周
辺
の
自
然
風
景
を
撮

影
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

・
サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
（　

㍉
×　

㍉
）
と

254

305

し
ま
す
。

・
応
募
点
数
は
、
一
人
に
つ
き
二
点
ま
で

と
し
ま
す
。

・
写
真
と
一
緒
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
タ
イ
ト
ル
、
撮
影
年
月
、
撮
影

場
所
を
記
載
し
た
も
の
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

応
募
締
切　

十
一
月
十
五
日�

注
意
事
項

・
合
成
な
ど
、
加
工
し
た
作
品
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

・
受
け
付
け
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
郵
送
中
の
作
品
の
事
故
、
破
損
等
に
つ

い
て
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
応
募
点
数
が
多
い
場
合
は
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

千
曲
川
周
辺
の
写
真
を

募
集
し
ま
す

環
境
保
全
活
動
の
事
例
・

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

千
曲
川
水
辺
・
里
山
環
境
保
全
対
策
事

業
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
活
動

が
拡
大
・
推
進
す
る
よ
う
、
活
動
事
例
等

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
内
容

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
自
然
環
境
等

に
つ
い
て
考
え
、
自
ら
維
持
、
再
生
、
創

生
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
例
を
募
集

し
ま
す
。

　

な
お
、
実
行
し
た
い
が
な
か
な
か
で
き

な
い
環
境
保
全
活
動
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ

い
て
も
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
が

主
体
と
な
っ
て
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に

 （
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

環境
特集

①②③④昨年実施された千曲川でのラフティングから
⑤せせらぎ・サイエンス
⑥野鳥観察会
⑦千曲川周辺の里山の写真展
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平成１9年６月　広報なかの  ４５　平成１9年６月　広報なかの

貢
献
す
る
事
例
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

・
現
存
す
る
自
然
環
境
の
保
全

・
損
な
わ
れ
た
自
然
環
境
の
回
復

・
地
域
の
緑
化
や
花
づ
く
り

・
景
色
・
風
景
の
名
所
の
保
全
、
新
た
な

　

名
所
づ
く
り

応
募
対
象
者

　

市
内
に
在
住
し
、
市
内
で
活
動
さ
れ
て

い
る
方
（
ま
た
は
活
動
し
た
い
方
）
な
ら

ば
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
者
か
ら
の
応
募
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　

市
役
所
環
境
課
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民

環
境
課
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

締
切
日　

七
月
三
十
一
日�

注
意
事
項

　

応
募
内
容
は
、
特
定
の
個
人
や
グ
ル
ー

プ
の
利
益
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

公
益
的
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
活
動
事
例
や

ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
今
後
の
環
境
施
策
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
広
報
等
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四　

中
野
市
三
好
町

 （
３
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

一
丁
目
三
番
十
九
号　

中
野
市
役
所
環
境

課
環
境
係

フ
ァ
ッ
ク
ス　
�
５
９
２
３

Ｅ
メ
ー
ル　

kankyo@
city.nakano.naga

no.jp

カタクリの花

　

不
快
な
に
お
い
で
困
っ
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
い
い
に
お
い
で
も
、
強
さ
や
頻
度

に
よ
っ
て
不
快
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か
い
と
心

く
ば
り
で
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

○
こ
ま
め
に
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
に
お
い
の
発
生
す
る
作
業
は
見
直
し
ま

　

し
ょ
う
。　

○
堆
肥
な
ど
を
堆
積
す
る
と
き
は
、
シ
ー

ト
で
覆
う
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

不法投棄発見数(市受付)の推移 平成18年度の公害苦情内容
主　　な　　廃　　棄　　物件数年度

 冷蔵庫１、 タイヤ１など　13H13

 テレビ12、 冷蔵庫２、 洗濯機１、 タイヤ 34、  自転車１など　44H14

 テレビ11、 冷蔵庫１、 洗濯機３、 タイヤ 64、 自転車15など　62H15

 テレビ17、 冷蔵庫７、 洗濯機５、 タイヤ 89 、 自転車10など　77H16

 テレビ14、 冷蔵庫４、 洗濯機５、 タイヤ177、 自転車36など　91H17

 テレビ32、 冷蔵庫８、 洗濯機７、 タイヤ134、 自転車50など117H18

主　な　内　容種　類

 油類等の流出、堆肥や廃オガ等の流出など水質汚濁

 工場、道路交通騒音、生活騒音など騒　　音

 堆肥や廃オガ、畜産、法で規制されない野
 外焼却（稲わら、剪定枝、アスパラ）など

悪　　臭

 違法な野外焼却など大気汚染

※野外焼却に起因する苦情受付件数は47件です

中野市における公害苦情件数の推移

環境
特集

　

市
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
違
法
な

野
外
焼
却
を
防
ぎ
、
よ
り
よ
い
住
環
境
を

守
る
た
め
、
環
境
公
害
防
止
指
導
員
に
よ

る
定
期
的
な
巡
回
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
四
月
十
二
日�
に
、
十
四
人
の
環

境
公
害
防
止
指
導
員
の
皆
さ
ま
の
委
嘱
式

を
行
い
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
投
棄

し
た
当
事
者
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
土

地
管
理
者
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

未
然
の
防
止
策
を
講
じ
て
、
自
分
の
土

地
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
、
全
国
市
長
会
に
よ
り
、「
美
し
い

日
本
」
を
後
世
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

た
め
に
、
ご
み
の
不
法
投
棄
根
絶
を
目
標

と
し
た「
全
国
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

の
実
施
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
更
に
環
境
省
、
総
務
省
な
ど

関
係
省
庁
や
都
道
府
県
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
、
全
国
に
輪
を
広
げ
て
、
五
月
三
十

日�
か
ら
六
月
五
日�
の
一
週
間
を
「
全

国
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
と
定
め
て

一
斉
行
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
職
員
に
よ

る「
不
法
投
棄
防
止
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
、
早
朝
に
時
間
帯
を
拡
大
し
、
違
法
な

野
外
焼
却
も
同
時
に
取
り
締
ま
る
た
め
に

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
こ
の
運
動
の
サ

ブ
テ
ー
マ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の

心
を
荒
廃
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
丸
と
な
っ
て
、「
絶
対
に
許
さ

な
い
」
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
と
廃
棄
物
の
野
外
焼

却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
、
市
内
の
ご
み
不
法
投

棄
件
数
は
百
十
七
件
で
、
平
成
十
七
年
度

の
九
十
一
件
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
三
件
に
つ
い
て
は
、
当
事
者

に
つ
な
が
る
証
拠
が
発
見
さ
れ
、
中
野
警

察
署
と
の
連
携
に
よ
り
、
二
件
が
罰
金
刑

と
な
り
、
事
件
と
し
て
新
聞
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
三
件
に
共
通
し
て
い
た
の

は
、
正
し
く
分
別
し
て
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
ご
み
集
積
所
に
出
せ

る
も
の
ば
か
り
で
、「
分
別
が
面
倒
だ
か

ら
」
と
い
う
安
易
で
身
勝
手
な
理
由
か
ら

不
法
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
違
法
な
野
外
焼
却
に

関
す
る
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
を
不
適
正
に
焼
却
す
る
と
、
大
気

汚
染
や
悪
臭
が
発
生
し
、
生
活
環
境
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
違
法
な
野

外
焼
却
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
農
業
を
営
む
う
え
で
、
止
む
を

得
な
い
も
の
や
風
習
に
よ
る
も
の
に
つ
い

て
は
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
焼
却
す

る
際
は
、
風
向
き
や
時
間
帯
な
ど
周
囲
の

　

五
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科
（
法
人

等
の
場
合
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
）

　

こ
れ
ら
を
発
見
し
た
と
き
は
、
市
役
所

環
境
課
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
５
ま

た
は
２
４
７
）、
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）、
北
信

地
方
事
務
所
環
境
課
（�
�
３
１
１
１
）、

中
野
警
察
署
生
活
安
全
・
刑
事
課
（�
�

０
１
１
０
）
の
い
ず
れ
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
休
日
や
夜
間
な
ど
で
連
絡

が
取
れ
な
い
場
合
は
、
県
の
不
法
投
棄
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ご
み
の
１
１
０
番
）
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル（�
０
１
２
０ （　

） ３
８
６
）

530

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　日本では、６月の１ヵ月間を「環境月間」と
定めています。この機会に、環境保全の重要性
を考え、行動に移してみましょう。
　また、６月５日の「環境の日」というのは、
1972年６月５日にストックホルムで開催された、
「国連人間環境会議」を記念して定められたも
のです。国連では日本の提案を受けて６月５日
を「世界環境デー」としています。

６月は環境月間です

環
境
公
害
防
止
指
導
員
の
委
嘱

ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク

ご
み
の
不
法
投
棄
と

違
法
な
野
外
焼
却
は
犯
罪
で
す

状
況
に
十
分
配
慮
し
て
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
「
モ
ラ
ル
」
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
監
視
の
目
を
光
ら
せ
、
発
生
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
、 違
法
な
野
外
焼
却

に
対
す
る
刑
罰

悪
臭
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度平成14年度平成13年度
253923231017■水質汚濁
14４12６６３■騒　　音
49525010５２■悪　　臭
3129212823３■大気汚染
４■土壌汚染
１１１１■振　　動
１■地盤沈下
1179177624413■不法投棄
14６５５３■そ の 他

※平成16年度以前の件数は旧中野市・旧豊田村の合計です。
※次のものは、典型７公害といわれています。水質汚濁、
騒音、悪臭、大気汚染、土壌汚染、振動、地盤沈下

0
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「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、
幼
児
か
ら

高
校
生
ま
で
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
環

境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

自
然
観
察
・
調
査
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

な
ど
、
地
域
の
中
で
身
近
に
で
き
る
地
球

に
や
さ
し
い
活
動
を
自
由
に
取
り
組
む
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
、
手
帳
や
バ
ッ
ジ

な
ど
の
活
動
に
役
立
つ
キ
ッ
ト
、
情
報
誌

な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

登
録
費
用

　

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料
で
、
年
間
を

通
し
て
い
つ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
方
法

　

学
校
の
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
、
お
友
達
な

ど
二
人
以
上
の
仲
間
と
、
活
動
を
支
え
る

大
人
一
名
以
上
と
し
、
市
役
所
環
境
課
ま

た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
へ
登
録
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.env.go.jp/kids/ecoclub/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

市
役
所
環
境
課
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環

境
課
に
用
意
し
て
あ
る
も
の
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
八
年
度
の
生
ご
み
堆
肥
化
機
器

等
購
入
費
助
成
金
の
助
成
件
数
が
七
十
五

件
と
大
変
多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、

生
ご
み
の
堆
肥
作
り
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
し
て
堆
肥

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
思
う
よ
う

に
で
き
ず
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
な
ど
の
相
談
に
お
答

え
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う

の
が
コ
ン
ポ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

　

現
在
は
、
石
田
邦
夫
さ
ん
（
中
野
）、
松

野
冨
子
さ
ん
（
永
江
）、
綿
貫
サ
ツ
江
さ
ん

（
吉
田
）
の
三
名
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

ご
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
市
役
所
環
境
課
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
４
５
・
２
４
７
）
ま
た

は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）

　

十
月
か
ら
の
市
の
可
燃
ご
み
・
埋
立
ご

み
の
証
紙
付
き
指
定
袋
や
、
証
紙
シ
ー
ル

の
販
売
を
希
望
す
る
小
売
店
は
、
市
の
証

紙
売
り
さ
ば
き
人
指
定
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
な
ど
の

販
売
に
つ
い
て

環境
特集

平成１9年６月　広報なかの  ６

　

自
動
車
廃
タ
イ
ヤ
の
有
料
回
収
と
家
庭

用
廃
食
用
油
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

期
日
及
び
回
収
場
所

・
六
月
十
二
日�
　

市
民
会
館
駐
車
場

・
六
月
十
四
日�
　

豊
田
支
所
前

時
間　

午
後
四
時
か
ら
七
時
ま
で

対
象　

自
動
車
廃
タ
イ
ヤ
（
二
ト
ン
用
十

六
イ
ン
チ
ま
で
）、
家
庭
用
廃
食
用
油

※
事
業
系
の
廃
タ
イ
ヤ
は
回
収
い
た
し
ま

　

せ
ん
。

料
金　

廃
タ
イ
ヤ
（
一
本
に
つ
き
）

・
ホ
イ
ル
無
し　

三
百
円

・
ホ
イ
ル
有
り　

三
百
五
十
円

※
廃
食
用
油
の
回
収
は
無
料
で
す
。

　

家
電
製
品
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
の
四
品
目
に
つ
い
て
は
、「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
」に
よ
り
、
家
電
メ
ー
カ
ー
が

引
き
取
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
家
電
四
品
目
に
つ
い
て
は
、

市
で
は
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

■
過
去
に
買
っ
た
お
店
や
、
買
い
換
え
る

場
合
は
そ
の
お
店
に
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
販
売
店
に
は
引
取
り

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
常
は
こ
の

方
法
で
処
理
し
ま
す
。

■
販
売
店
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
事
前

に
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

い
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
指

定
場
所
へ
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
指
定
の
引
き
取
り

場
所
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
消
費
税
と
振
り
込

み
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

�
発
行
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
処
分
す

る
対
象
品
目
に
貼
り
、
指
定
の
引
き
取

り
場
所
へ
自
分
で
運
ぶ
。

�
発
行
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
処
分
す

る
対
象
品
目
に
貼
り
、
許
可
業
者
へ
運

搬
を
依
頼
す
る
。
こ
の
場
合
、
収
集
運

搬
業
者
へ
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

家
電
四
品
目
の
処
分
方
法

紹
介
し
ま
す

コ
ン
ポ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

環
境
に
い
い
こ
と
は
じ
め
よ
う
！

自
動
車
廃
タ
イ
ヤ
と

廃
食
用
油
の
回
収

　

あ
わ
せ
て
、
生
ご
み
堆
肥
化
機
器
等
購

入
費
助
成
金
（
購
入
費
の
三
分
の
二
、
上

限
二
万
円
）
も
ご
活
用
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
で
生
ご
み
の
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

六
月
は
水
無
月
と
い
っ
て
、

「
梅
雨
で
天
に
水
が
無
く
な
る

月
」
と
か
、「
田
植
え
で
田
ん
ぼ
に

水
を
張
る
の
で
水
が
無
く
な
る

月
」
と
か
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
水
の
月
で
す
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
中
野
市
が

経
営
す
る
公
営
企
業
で
、
民
間
企

業
と
同
じ
よ
う
に
料
金
収
入
で
経

営
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

料
金
の
滞
納
は
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
負
担
の

公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
収
納
率
向
上
に

向
け
て
厳
し
く
対
応
し
て
い
く
方

針
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
は
、
四
百
九

十
一
万
五
千
立
方
㍍
の
水
を
お

届
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民

プ
ー
ル
の
競
泳
プ
ー
ル
に
換
算
す

る
と
、
一
日
に
約
十
一
杯
分
に
も

な
り
ま
す
。

　

こ
の
水
は
、
市
内
に
あ
る
十
八

の
水
源
と
三
つ
の
浄
水
場
か
ら
安

定
的
に
供
給
し
た
も
の
で
す
。
蛇

口
を
ひ
ね
る
と
簡
単
に
出
る
水
道

水
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
水
の
大

切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

上
下
水
道
料
金
は
、
お
客
様
が

使
用
さ
れ
た
水
量
に
応
じ
て
、
料

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
上
下
水
道
課
で
は
、

検
針
員
が
二
カ
月
に
一
度
、
各
家

庭
に
お
伺
い
し
て
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
を
行
い
、
そ
の
月
の
中
旬

に
上
下
水
道
料
金
を
請
求
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
偶
数
月
の
検
針
地
区
・
地
域

中
野 （
栗
和
田
区
の
み
）、
日
野

（
更
科
区
以
外
）、
延
徳
、
平
野

（
片
塩
、
西
江
部
区
の
一
部
の

み
）、
高
丘
、
長
丘
、
平
岡
、
科
野
、

倭
地
区
、
豊
田
地
域

■
奇
数
月
の
検
針
地
区

中
野 （
栗
和
田
区
以
外
）、
日
野
（
更

科
区
の
み
）、
延
徳
、
平
野
地
区 （
片

塩
、
西
江
部
区
の
一
部
以
外
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
各

月
の
一
日
か
ら
八
日
の
間
に
行
な

い
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

車
や
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

②
飼
わ
れ
て
い
る
犬
は
、
出
入
口
や

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場

所
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
泥

や
水
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
き
れ
い
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

①
〜
③
の
理
由
に
よ
り
メ
ー
タ

ー
が
検
針
で
き
な
い
場
合
は
、
認

定
水
量
（
過
去
の
使
用
量
を
参
考

に
し
て
決
め
る
水
量
）
で
検
針
し

た
も
の
と
み
な
し
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
検
針
の
結
果
に
つ

い
て
は
、「
上
下
水
道
使
用
量
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
九
年
六
月
分
（
中
旬
発

行
）
の
納
入
通
知
書
か
ら
、
次
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
入
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
金
額
が
三
十
万
円
を
超
え
る

場
合
、
六
月
以
前
に
発
行
し
た
納

入
通
知
書
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
お
支
払
が

で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
、
エ
ブ
リ

ワ
ン
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
コ
コ
ス

ト
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ス
パ

ー
北
海
道
、
ス
リ
ー
エ
イ
ト
、
ス

リ
ー
エ
フ
、
生
活
彩
家
、
セ
イ
コ

ー
マ
ー
ト
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ

ン－

イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ

ザ
キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
Ｈ

Ｏ
Ｔ　

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
（
東
北
、
関
東
、

沖
縄
に
限
定
）、
ポ
プ
ラ
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン
（
平
成
十
九

年
六
月
現
在
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
、
上
下
水

道
料
金
の
支
払
い
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先　

市
役
所
上
下
水
道
課

営
業
係（�
�
２
１
１
１
内
線
２
８

４
）ま
た
は
豊
田
支
所
上
下
水
道
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
６
２
）

～知っていますか？水道のこと～

平成19年度　水道標語

水道が
 うるおす日々の
　　健やかさ

７　 平成１9年６月　広報なかの
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平成１9年 ６ 月　広報なかの　８

�
�
�
�

〜
平
成　

年
度
下
半
期
〜

　市では毎年２回、財政状況を市民の皆さんにお知らせしています。
　今回は、平成18年10月１日から平成19年３月31日までの財政状況で、市
民の皆さんに納めていただいた税金や国からの地方交付税等の歳入状況と、
これにより行われたさまざまな事業の歳出状況をお知らせするものです。

H18執行率下半期支出済額H18収入率下半期収入済額予算額会計名

86.5％23億1, 009万円79.2％23億4, 737万円46億0, 735万円国民健康保険事業

85.3％19億0, 585万円85.9％19億4, 424万円42億9, 143万円老人保健医療事業

82.3％12億4, 305万円76.9％10億8, 877万円27億5, 010万円介 護 保 険 事 業

90.5％5, 048万円87.8％4, 990万円1億0, 063万円社会就労センター事業

50.1％514万円91.1％480万円1, 029万円住宅改修資金貸付事業

41.7％75万円50.2％24万円200万円倭 財 産 区 事 業

17.4％9万円115.2％49万円65万円永 田 財 産 区 事 業

90.5％188万円90.1％1万円229万円中 野 財 産 区 事 業

85.3％1, 945万円91.9％1, 855万円3, 671万円情報通信施設事業

82.3％9億8, 419万円68.0％7億8, 062万円20億7, 614万円下 水 道 事 業

93.6％2億9, 667万円98.8％2億9, 511万円5億8, 506万円農業集落排水事業

10億0, 967万円6億3, 893万円水 道 事 業

特別・企業会計予算の執行状況

191万3, 884㎡

21万5, 326㎡

78億2, 656万円

土　　　地

建　　　物

基　　　金

市
の
財
産

526憶4, 664万

円

0円

市　　　債

一時借入金

市
の
借
金

7億2, 832万円
債 務 負 担
将来にわたる
債務の負担　（　 　　）
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37億1,989万円6億2,965万円7億9,555万円10億0,006万円11億7,940万円53億8,410万円54億5,220万円予 算 額

12億4,514万円2億7,607万円4億8,965万円4億0,892万円5億7,110万円19億1,271万円24億0,635万円

28億8,483万円3億9,798万円6億3,546万円6億3,960万円5億7,110万円56億3,529万円53億1,367万円

77.6%63.2%79.9%64.0%48.4%104.7%97.5%

16億3,650万円9億5,120万円14億2,260万円18億4,289万円20億7,078万円26億8,439万円32億8,992万円42億6,257万円予 算 額

6億7,726万円5億2,036万円8億4,301万円9億2,300万円8億9,665万円12億1,996万円17億7,811万円19億3,649万円

13億9,216万円8億8,193万円13億6,146万円15億4,274万円16億1,462万円21億1,281万円23億9,175万円35億3,155万円

85.1%92.7%95.7%83.7%78.0%78.7%72.7%82.9%

Ｈ18年度

収入済額
Ｈ18年度

収 入 率

下半期

収入済額

Ｈ18年度

支出済額
Ｈ18年度

執 行 率

下半期

支出済額

その他
農林水産業費

教育費 土木費
衛生費

支出済額　148億2,902万円

執 行 率　81.7％
民生費

公債費
総務費

予算額 181億6,085万円一般会計
地方交付税市　税

市　債 国庫支出金 諸収入 県支出金

その他
収入済額　160億7,793万円

収 入 率　88.5％

〈平成17年度 繰越明許費を含む〉

歳入

歳出

← ←

→ →

予算額

Ｈ18年度
収入済額

←
←

→ →

予算額

Ｈ18年度
支出済額

９　 平成１9年６月　広報なかの

　

一
瞬
に
し
て
命
や
大
切
な
財
産

を
奪
う
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
の
ほ

と
ん
ど
は
、
長
雨
や
大
雨
、
雪
解

け
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
生
し
て

い
ま
す
。
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、

「
土
砂
災
害
」
に
備
え
て
、
自
分

た
ち
の
家
の
ま
わ
り
の
危
険
箇
所

を
確
認
し
、
避
難
場
所
や
避
難
路

を
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

土
砂
災
害
は
、
降
り
続
い
た
雨

の
量
が
多
く
な
る
と
発
生
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
情

報
や
気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
異
常
な
状
況
を
発
見
し
た

と
き
や
危
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
情
報
や
土
砂
災
害
に

関
す
る
質
問
・
相
談
は
、
中
野
建

設
事
務
所
『
土
砂
災
害　

番
』
窓

110

口
（�
�
３
１
３
８
）
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
平
日
の
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
、

ま
た
、
大
雨
注
意
報
・
警
報
発
令

中
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

梅
雨
時
の
集
中
豪
雨
や
台
風
に

よ
る
水
害
の
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
各
ご
家

庭
へ
配
布
致
し
て
あ
り
ま
す
「
防

災
マ
ッ
プ
」
に
は
、
各
地
域
の
洪

水
想
定
区
域
、
避
難
施
設
や
そ
の

ほ
か
洪
水
時
の
円
滑
・
迅
速
な
避

難
の
確
保
の
た
め
に
、
必
要
な
事

項
を
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
各
ご
家
庭
で
再

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
長
野
地
方
気
象

台
と
共
同
し
て
、
新
た
な
防
災
情

報
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発

表
し
ま
す
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
い
つ
土

砂
災
害
が
お
き
て
も
お
か
し
く
な

い
非
常
に
危
険
な
状
態
で
す
の
で
、

早
急
に
避
難
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
市
町

村
長
が
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る

と
き
の
判
断
材
料
に
、
ま
た
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
避
難
準
備
・
自
主

避
難
の
判
断
材
料
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
長
野
県
土
木
部
砂
防

課
（�
０
２
６ （　

） ７
３
１
６
）

235

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土砂災害防災訓練が
初めて実施されました
　５月27日、土砂災害防止に関する理解
を深めていただこうと、大熊区を開催区
として土砂災害防災訓練を実施しました。
当日はまず、市役所内において災害対策
本部設置訓練を行い、続いて延徳小学校
体育館では、土砂災害を想定した情報収
集訓練や住民避難訓練等を実施しました。

問い合わせ先　市役所庶務課防災係（�(22)２１１１内線２１０）
または豊田支所総務課庶務係（�(38)３１１１内線１１６）

市では、平常時や災害発生時の情報伝達体制を確保し、市　市では、平常時や災害発生時の情報伝達体制を確保し、市

民の皆さんの安全を守るため、防災行政無線を市内に132基民の皆さんの安全を守るため、防災行政無線を市内に132基

設置しています。なお、住宅地のほぼ全域を通報可能範囲と設置しています。なお、住宅地のほぼ全域を通報可能範囲と

しましたが、住宅の構造や風向き、スピーカーの向きや近隣しましたが、住宅の構造や風向き、スピーカーの向きや近隣

の交通事情などにより、聞きとりにくい状況になる場合があの交通事情などにより、聞きとりにくい状況になる場合があ

ります。ります。

こうした場合、以下の方法によって放送内容を確認するこ　こうした場合、以下の方法によって放送内容を確認するこ

とができますので、ご利用ください。とができますので、ご利用ください。

①ＮＴＴ一般加入電話や携帯電話から確認する①ＮＴＴ一般加入電話や携帯電話から確認する

０１２０－８９２－５６０(ハヤクキコウムセン)　０１２０－８９２－５６０(ハヤクキコウムセン)

をダイヤル（通話無料）をダイヤル（通話無料）　　　　

②中野市公式ホームページから確認する②中野市公式ホームページから確認する

ＵＲＬ　ＵＲＬ　http://www.city.nakano.nagano.jphttp://www.city.nakano.nagano.jp

　パソコン：「暮らしの情報」⇒「トップページ新着情報」⇒パソコン：「暮らしの情報」⇒「トップページ新着情報」⇒

「防災無線放送内容」　　　　　　「防災無線放送内容」

携帯電話：「トップページ防災情報」⇒「防災無線放送内容」　携帯電話：「トップページ防災情報」⇒「防災無線放送内容」

防災行政無線の放送内容を
確認することができます
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地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の

三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、

国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
個
人

住
民
税
）
へ
の
三
兆
円
の
税
源
が

移
譲
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
個
人
住

民
税
所
得
割
の
税
率
が
、
一
律
十

�
 （
市
民
税
六�
・
県
民
税
四�
）

の
比
例
税
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
給
与
所
得
者
の

方
は
、
一
月
分
か
ら
（
年
金
受
給

者
の
方
は
、
二
月
分
か
ら
）
所
得

税
が
減
り
、
そ
の
分
、
六
月
か
ら

の
個
人
住
民
税
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
者
の
方
は
、

来
年
の
確
定
申
告
か
ら
所
得
税
が

減
り
、
本
年
六
月
か
ら
の
個
人
住

民
税
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
所
得
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
税
源
の
移
し
替
え
な
の
で
、

 「
所
得
税
＋
個
人
住
民
税
」の
負
担

額
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ

る
税
額
の
負
担
増
や
、
個
人
の
収

入
の
増
減
に
よ
る
税
額
の
負
担
増

減
は
生
じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
広
報
な
か
の
」
二
月
号

に
も
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.j

p/city/zeim
u/index.htm

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
税
務
課

課
税
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２

２
５
）

　市教育委員会では

５月11日、臨時教育

委員会を開催し、教

育委員長に清水正さ

ん（中野・71歳）を

再任、委員長職務代

理者には浦野良一さ

ん（新野・53歳）を

選出しました。

住
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

委員長職務代理者は

　　　浦野良一さん

清 水 　 正 さ ん

教育委員長
に再任

�
郵
便
等
投
票
制
度�

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
投

票
所
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
を
対
象
に
、
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
（
自
宅
等
で
投
票
用

紙
に
記
入
）
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
者　

左
の
表
に
該
当
す
る
方

�
代
理
記
載
制
度�

　

郵
便
等
投
票
制
度
を
利
用
し
た

く
て
も
、
自
ら
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
自
宅
で
「
代
理

記
載
人
」
に
投
票
に
関
す
る
記
載

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者　

右
の

表
に
該
当
す
る
方
で
、
さ
ら
に
次

に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
が
一
級
の
方

○
戦
傷
病
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の
方

※
代
理
記
載
人
は
選
挙
権
の
あ
る

方
に
限
ら
れ
て
お
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
届
出
に
は
代

理
記
載
人
と
な
る
こ
と
の
同
意

書
・
宣
誓
書
を
添
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
等
に
よ
り
投
票
す

る
た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
交

付
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

至
急
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
２
４
）

郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
便便便便便便便便便便便便便便便便
等等等等等等等等等等等等等等等等
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるる
不不不不不不不不不不不不不不不不
在在在在在在在在在在在在在在在在
者者者者者者者者者者者者者者者者
投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

表　郵便等による不在者投票の対象者
障害の程度傷病名対象者

１級、２級両下肢、体幹、移動機
能の障害

身体障害者手帳
をお持ちの方で １級、３級

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸
の障害

１級から３級免疫の障害

特別項症から
第２項症両下肢、体幹の障害

戦傷病者手帳を
お持ちの方で 特別項症から

第３項症

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸
の障害

要介護区分対象者

要介護５介護保険の被保
険者証交付者

　

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の

検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
が
被
疑

者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と

の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ
と
に

よ
り
、
刑
事
手
続
の
中
に
国
民
の

一
般
的
な
良
識
を
反
映
さ
せ
、
よ

り
良
い
刑
事
司
法
を
実
現
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
際

は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
野
検
察
審
査

会
事
務
局 （
長
野
地
方
裁
判
所
内
）

�
０
２
６ （　

） ４
９
９
１

232

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　６月７日現在、国会会期中のため、公
示日・投票日・期日前投票は予定です。決
定され次第、「選挙のお知らせ」チラシ等
にてお知らせします。
◇公示日　７月５日�（予定）
◇投票日　７月22日�（予定）
◇期日前投票（予定）
　場所　市役所本庁１階　選挙管理委員
　　　　会事務局
　期間　７月６日�～21日�
　時間　午前８時30分～午後８時

　場所　豊田支所１階
　期間　７月19日�～21日�
　時間　午前８時30分～午後５時30分
明るく正しい選挙が行われますよう、み
なさまの御協力をお願い致します。

第21回 参議院議員
通常選挙の日程 （予定）
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長
野
県
主
催
の
「
信
州
農
産

物
祭
り
」
が
五
月
十
九
、
二
十

日
の
二
日
間
、
東
京
都
港
区
の

麻
布
十
番
商
店
街
の
広
場
「
パ

テ
ィ
オ
十
番
」
で
開
催
さ
れ
、

中
野
市
か
ら
も
旬
な
農
産
物
を

は
じ
め
、
お
や
き
や
加
工
品
な

ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
県
内
産
の
季
節

野
菜
や
果
物
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
販
路

拡
大
を
目
的
に
、
東
京
の
「
ア
ン

テ
ナ
商
店
街
」
と
し
て
麻
布
十
番

商
店
街
を
位
置
付
け
企
画
し
、

土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、
十
一
月

ま
で
計
七
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
第
一
回
と
し
て
、
中
野

市
、
飯
山
市
、
栄
村
が
出
店
。
県

や
各
市
村
の
ブ
ー
ス
に
は
、
山
菜

や
農
産
物
、
特
産
品
が
並
び
ま
し

た
。
中
野
市
で
は
、
と
れ
た
て
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
さ
く
ら
ん
ぼ
の

ほ
か
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
バ
イ
リ
ン

グ
、
お
や
き
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
試
食
・
販
売
し
、
と
て
も

お
い
し
い
と
好
評
で
し
た
。

　

会
場
は
、
古
く
か
ら
の
住
宅
街

と
、
近
く
に
は
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ

麻
布
十
番

「
信
州
農
産
物
祭
り
」
に
出
店

〜
と
れ
た
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や

お
や
き
が
大
好
評
！
〜

�

�

�

�
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小児救急電話相談「♯８０００」
　　　　　　をご利用ください！

　県では、小児救急電話相談「♯８０００
（シャープハッセン）」を開設しました。
　「急な子どもの病気にどう対応したらい
いの？」という際、適切な対応について説
明してもらうことができます。ぜひご利用
ください。

○相談内容　　夜間・休日の小児の病気や
　　　　　　　けが等の救急医療に関する
　　　　　　　相談
○相談応対者　看護師
○相談日時　　毎日午後７時～午後11時
○電話番号　　＃８０００
※アナログ回線・携帯電話・ＩＰ電話の場
　合は�０２６３（７２）２０００へ

　

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
は
、

「
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
」
を

重
点
目
標
に
、
恵
ま
れ
た
自
然

を
活
用
し
た
様
々
な
体
験
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性

や
創
造
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
十
二
年
度
（
旧
豊
田

村
時
代
）
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
夏
休
み
の
『
ふ
れ

あ
い
わ
ん
ぱ
く
学
校
』、
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
『
河
原
で
ぃ
キ
ャ
ン
プ
』、

豊
田
地
域
の
昔
遊
び
の
Ｓ
け
ん

や
達
磨
さ
ん
が
転
ん
だ
な
ど
の

『
ふ
る
さ
と
の
遊
び
』、『
年
末

お
楽
し
み
会
』、
ス
ノ
ー
フ
ラ

ッ
グ
、
そ
り
リ
レ
ー
、
雪
上
サ

ッ
カ
ー
や
雪
玉
入
れ
な
ど
で
冬

の
運
動
不
足
を
解
消
で
き
る

『
雪
上
運
動
会
』
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
子
ど
も
同
士
で

遊
び
を
作
り
出
す
名
人
、
そ
の

子
ど
も
は
大
人
た
ち
か
ら
遊
び

方
を
学
び
、
工
夫
す
る
。

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ

入
会
の
お
誘
い

大
人
は
、
子
ど
も
に
遊
び
を
教

え
て
い
る
う
ち
に
子
ど
も
の
遊

び
方
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。

そ
れ
が
遊
び
本
来
の
魅
力
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
こ
の
会
の
行
事
に
子

ど
も
を
参
加
さ
せ
た
親
御
さ
ん

も
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

一
緒
に
遊
び
競
い
合
っ
て
い
る

う
ち
に
、
親
へ
の
甘
え
を
な
く

し
、
自
立
心
、
向
上
心
の
糧
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
、
実
行
委
員
と
し
て

子
ど
も
た
ち
と
共
に
楽
し
み
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
と
住
民
交
流
が
深
ま
る
よ
う
、

熱
意
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ふ
る
さ
と
冒

険
ク
ラ
ブ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係
）

�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
６

な
ど
が
あ
り
、
歴
史
と
新
し
さ

が
混
在
す
る
今
注
目
の
街
で
す
。

　

当
日
は
大
勢
の
お
客
様
に
、

き
の
こ
な
ど
の
調
理
法
や
保
存

方
法
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く

中
野
市
は
ど
ん
な
所
か
、
ど
ん

な
農
産
物
が
と
れ
る
の
か
な
ど
、

交
流
を
交
え
て
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２日間で６千人余りが訪れま
した

▲ふれあいわんぱく学校

保
健
師
に
よ
る

保
健
師
に
よ
る

子
育
て
相
談
事
業

 
子
育
て
相
談
事
業

　

り
ん
ご
っ
こ
で
は
、
保
健
師
に

よ
る
子
育
て
相
談
を
開
始
し
ま
し

た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日　

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

時
間　

午
前　

時
〜　

時

10

11

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
り
ん
ご
っ

こ
）（�
�
２
２
５
９
）

そ
の
他　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
休
所
日
に
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



　

五
月
二
十
七
日
、
市
役
所
で
栄

誉
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、
市
内
赤
岩
出
身
で
、
現
在
は

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
に
あ
る
ア
イ

ン
ズ
株
式
会
社
の
ス
キ
ー
競
技
部

に
所
属
し
て
い
る
山
岸
修
さ
ん
で
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　市では、総合的に環境保全対策を進めるための環境基
本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆さん
が取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習などにつ
いて紹介しています。
　第３回の今月は、壁田城址にある参道を自分たちの手
で整備された壁田区内の方々を紹介します。

　市では、千曲川周辺の自然環境を将来の世代に引き継いで
いくため、地域の方々が自ら行う協働作業に対して支援をす
る「千曲川水辺・里山環境保全対策事業」を実施しています。
　壁田区内の方々はこの事業を活用して、今年の４月に行わ
れた作業では18名が参加し、狭く勾配が急な参道を廃止して、
段数24段、幅１メートルの階段を設け、新たな参道を整備し
ました。丸太材などは市が提供しましたが、小型の重機など
を持ち込めない場所であったため、自分たちのスコップや掛
け矢を使用し、全て手作業で行われました。
　今後も、参道の整備や壁田城址の西側にある「カタクリの
小径」の保全などを行い、人が集まる壁田城址にしようと頑
張っておられます。

３３

クロスカントリー競技で優勝

山岸 修 さんに栄誉賞栄誉賞

す
。
表
彰
式
で
は
、
関
係
者
が
出

席
す
る
中
、
青
木
市
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
さ
ん
は
、
平
成
十
九
年
三

月
八
日
か
ら
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
「
第
七
十
八
回
宮
様
ス
キ
ー
大

会
国
際
競
技
会
」
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
に
お
い
て
優
勝
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
功
績
を
た
た

え
、
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

栄
誉
賞
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
に
お
い
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ

た
も
の
又
は
学
芸
、
芸
術
そ
の
他

の
分
野
に
お
い
て
文
化
の
興
隆
に

貢
献
し
た
も
の
で
、
市
民
に
明
る

い
希
望
を
与
え
た
も
の
」
に
対
し

て
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

赤
岩
出
身　

山
岸 
修
さ
ん

　

市
内
の
伝
統
文
化
を
保
存
す
る

団
体
が
、
文
化
庁
の
ふ
る
さ
と
文

化
再
興
事
業
の
援
助
を
受
け
て
、

用
具
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
伝
統
文
化
の
保

存
・
活
用
を
目
的
と
す
る
、
法
人

格
等
が
あ
り
、
組
織
と
し
て
確
立

し
、
保
存
活
動
に
熱
意
の
あ
る
団

体
が
、
伝
承
者
等
の
養
成
や
用
具

等
の
整
備
、
映
像
記
録
等
の
作
成

な
ど
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
活
用

の
た
め
に
行
う
事
業
に
対
し
、
援

助
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
、
親
川
信
仰

会
、
北
間
長
瀬
祭
保
存
会
、
上
今

井
諏
訪
社
町
組
、
大
俣
祭
り
実
行

委
員
会
、
岩
船
獅
子
・
神
楽
保
存

会
、
新
井
祭
祀
団
の
６
団
体
が
、

神
楽
、
太
鼓
、
大
八
車
、
御
所
車
、

燈
篭
、
提
灯
、
笛
等
の
伝
統
文
化

の
用
具
等
の
整
備
を
行
い
、
約
三

百
七
十
万
円
の
援
助
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
用
具
等
は
、
百
年
余

り
前
の
も
の
で
、
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
、
新
調
ま
た
は
補
修
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
今
後
も
伝
統

文
化
の
保
存
・
活
用
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

第78回 宮様スキー大会国際競技会

平成１9年６月　広報なかの  12

▲岩船区の神楽

文
化
庁
の
援
助
を
受
け
て

市
内
６
団
体
が
神
楽
、
太
鼓
等
を
整
備

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ささささささささささささささささささささ
とととととととととととととととととととと
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域

の
活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

目
的
に
、 長
野
県
民
球
団「
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
」
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
、
木
田
監
督
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ
。
中
野
市
に
ど
ん
な
印
象
を

お
持
ち
で
す
か
。

Ａ
。
ま
ず
、
寒
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
野
菜
が
新
鮮

で
お
い
し
い
で
す
し
、
皆
さ

ん
温
か
い
方
ば
か
り
で
す
。

Ｑ
。
少
年
の
頃
は
ど
ん
な
夢
を

抱
い
て
い
ま
し
た
か
。

Ａ
。
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め

　

て
バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
握
っ
た

の
は
小
学
校
二
年
の
時
で
す
。

Ｑ
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ
。
皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ご
声
援
お
願
い
し
ま
す
。

頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

頑
張
れ
！

信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃濃
ググググググググググググググググググググ
ララララララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ���������������������

木田  勇 監督

今後の試合日程（６月16日～７月14日、県内会場分）
会　場対戦相手開始時間日　　程
上田県営富山サンダーバーズ13:00６月16日�
飯田県営石川ミリオンスターズ13:00６月17日�
長野五輪交流戦VS日本ハムファイターズ18:00６月19日�
大町市営富山サンダーバーズ13:00６月23日�
長野五輪富山サンダーバーズ18:00６月29日�
松本市営新潟アルビレックス18:00７月１日�
上田県営石川ミリオンスターズ13:00７月８日�
中野市営新潟アルビレックス13:00７月14日�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
官

製
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、

氏
名 （
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
） ・ 
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
連
絡
先
を
記
載
の
う
え
、

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
三
八
三
―
八
六
一

四　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三

番
十
九
号　

市
役
所
庶
務
課
秘

書
広
報
係

Ｆ
Ａ
Ｘ　�
―
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル　

hisho@
city.nakan

o.nagano.jp

　

踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
・
仮
装
連

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
入
賞
し

た
連
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が
贈

ら
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
八
日�

時
間　

午
後
六
時
踊
り
開
始

場
所　

市
街
地

募
集
締
切　

六
月
十
五
日�

そ
の
他　

応
募
要
件
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
企

業
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
。
今
年
も
出

店
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
等
を
募

集
し
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
八
日�

時
間　

午
後
四
時
〜
九
時

場
所　

陣
屋
前
広
場

出
店
資
格　

市
内
に
本
支
店
を
置

く
企
業
、
店
舗
等

募
集
締
切　

六
月
十
五
日�

そ
の
他　

応
募
要
件
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

踊
り
が
は
じ
ま
る
前
に
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
ダ
ン

ス
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
八
日�

時
間　

午
後
五
時
〜
五
時
五
十
分

頃
ま
で

場
所　

中
央
広
場
公
園
前

募
集
締
切　

定
数
に
な
り
次
第
、

締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他　

応
募
要
件
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進

会
事
務
局〈
市
役
所
商
工
観
光
課
〉

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.

jp/

　

第
三
回
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
が
、
七
月
二
十
八
日�
に
市
街
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進
会
で
は
、
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
へ
の

踊
り
連
・
企
業
ブ
ー
ス
出
店
者
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
は
市
民
総
参
加
の
夏
祭
り
、
皆
さ
ん
が
主
役
と
な
る
最
大
の
交
流

ス
テ
ー
ジ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

踊
り
連
募
集

企
業
ブ
ー
ス

　

出
店
者
募
集

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ 
ン

出
演
者
募
集

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り 
開
催�

７
28
(土)

※７月14日(土)当日は、会場でのチケット販売及び引き換え
を　行いません。詳細は、信濃毎日新聞紙上に掲載されます。
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受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　�22-2111（内線209・213）

　平成20年度採用予定の市職員採用上級試験を行います。受験を希望される方は、試験申込書により申し込みをし
てください。試験申込書は、市役所庶務課、市民ホール総合窓口案内、支所総務課、支所市民環境課、西部公民館、
北部公民館、永田窓口サービスステーション及び中野市ホームページにあります。

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　目その他要件住所要件年齢

６月1日
�

～
６月29日
�

７月29日�
午前８時45分

中野市役所
会議室

･教養
･専門
･論文試験
･性格診断検 
 査
･適応性検査

大学卒業程度の学力を
有する者

平成19年５月
１日現在、中
野市の住民で、
将来にわたっ
て居住する予
定の者（勉学
などで他へ居
住している者
を含む）

日本国籍を有
する者で、昭
和51年４月２
日から昭和61
年４月１日ま
でに生まれた
者

１名
程度

行政

上　

級

学校教育法による大学
（短期大学を除く）に
おいて、正規の建築に
関する課程を修めて卒
業した者または卒業見
込みの者

１名
程度

建築

保健師の資格を有する
者（平成20年３月31日
までに当該資格を取得
する見込みの者を含
む）かつ、大学卒業程
度の学力を有する者

日本国籍を有
する者で、昭
和51年４月２
日から昭和62
年４月１日ま
でに生まれた
者

２名
程度

保健師

職員採用試験

※なお、今年度は上記のほかに、中級試験 （保育士）、初級試験 （一般事務）及び身体障害者を対象とする職員採用選
考考査を予定しており、これらに関する受験資格等の詳細につきましては、広報なかの７月号や有線放送等で改
めてお知らせします。

市市市市市市市市市市
のののののののののの
事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
のののののののののの
見見見見見見見見見見
直直直直直直直直直直
しししししししししし
にににににににににに

市
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に

参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画
しししししししししし
てててててててててて
みみみみみみみみみみ
まままままままままま
せせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんん
かかかかかかかかかか

　
　
　
　
　
　

参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
事
務
事
業
評
価
検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、
行
政
改
革
を
公
正
に
、

透
明
性
を
も
っ
て
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
事
務
事
業

等
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
、
評
価

検
討
委
員
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

中
野
市
に
住
所
を
有

す
る
二
十
才
以
上
の
方

任
期　

一
年
（
無
報
酬
）
主
に
七

月
〜
九
月
に
数
回
の
会
議
を
予
定

応
募
締
切　

六
月
二
十
二
日�

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
よ
り
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
政
策
情

報
課
行
政
管
理
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
４
０
１
）

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

Ｅ
メ
ー
ル　

seisaku＠
city.naka

no.nagano.jp

情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度・・・・・・・・・・・・・・・・個個個個個個個個個個個個個個個個人人人人人人人人人人人人人人人人情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報保保保保保保保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護護護護護護護制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度情報公開制度・個人情報保護制度
平成１８年度実施状況

　市では、市民参加による開かれた市政を進めると
ともに、行政の透明化を図るために、情報公開制度・
個人情報保護制度を運用しています。
　平成18年度中に、市民の皆さんがこれらの制度を
利用された状況は、公文書の公開請求が３件、自己
情報の開示の請求が３件でありました。
　情報公開制度・個人情報保護制度については、市
役所庶務課庶務文書係（�22-2111内線211）まで、
お問い合わせください。

区　　分
請求請求先

文書不存在非公開部分公開公開
１１２市　長
１１教育委員会

情報公開制度運用状況　(単位：件)

区　　分
請求請求先

訂正等文書不存在不開示一部開示開示
１１２市　長

１１教育委員会

個人情報保護制度運用状況　(単位：件)
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三
・
四
歳
ま
で
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
「
知
性
と
性
格
の
た
め
の

土
台
作
り
」
の
時
期
に
あ
た
る
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回
は
、
四

歳
ご
ろ
か
ら
小
学
校
入
学
前
後
ま

で
の
育
ち
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
「
七
歳
（
数
え
年
）
ま
で
は
神
の

預
か
り
も
の
」
と
い
う
昔
の
人
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な

い
宝
（
子
）
を
授
か
っ
た
者
と
し
て

の
幸
せ
と
、
立
派
に
誇
り
に
思
え
る

人
に
育
て
よ
う
と
い
う
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
、
子
育
て
の
と
て
も
大
切

な
心
構
え
を
述
べ
た
言
葉
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
歳
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
子
ど
も

に
「
な
あ
に
？
・
ど
う
し
て
？
」
な

ど
と
、
何
か
あ
る
た
び
に
聞
か
れ
て

苦
労
し
た
経
験
や
、
今
そ
の
最
中
と

い
う
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

あ
る
い
は
駄
々
を
こ
ね
て
言
う
こ

と
を
聞
か
ず
に
手
を
焼
か
さ
れ
た

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
は
、
人
の
人
格
が
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
く
最
初
の
大
切
な
時
期

で
、
子
ど
も
が
自
分
で
考
え
、
自
分

の
気
持
ち
で
行
動
し
よ
う
と
す
る

と
こ
ろ
か
ら
起
き
て
く
る
こ
と
な

の
だ
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
ま

で
の
言
わ
れ
た
こ
と
や
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
、
た
だ
覚
え
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
自
分
な
り
に
物
事
を
考
え

よ
う
と
す
る
、
心
の
働
き
が
起
こ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
す
。

そ
れ
を
、
具
体
的
に
目
に
見
え
る
こ

と
で
言
え
ば
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に

夢
中
に
な
っ
た
り
、
高
社
山
に
う
っ

す
ら
と
降
っ
た
初
雪
を
見
て
「
お
化

粧
を
し
た
」
と
い
っ
て
驚
か
せ
た
り
、

積
み
木
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
立
て

て
何
か
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
言
葉
（
イ
メ
ー

ジ
）
と
物
（
事
柄
）
を
結
び
付
け

な
が
ら
、
自
分
な
り
の
興
味
や
関

心
に
引
か
れ
て
、
考
え
て
動
き
始

め
る
時
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
小
さ
な
苗
木
を
立

派
に
育
て
よ
う
と
す
る
と
き
、
何

を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
手
を
入

れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も

に
必
要
な
こ
と
は
、
こ
の
苗
木
を

育
て
る
の
と
同
じ
よ
う
な
、
或
は

そ
れ
以
上
の
心
配
り
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
か
ら
見
て
、
と
て

も
大
切
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も

が
、
砂
遊
び
や
水
遊
び
、
あ
る
い

は
何
か
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
る
と

き
、「
何
し
て
る
の
？
」
と
聞
い
て

み
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。
思
い

も
か
け
な
い
答
え
が
返
っ
て
き
て

「
へ
ー
」
と
感
動
し
た
経
験
を
さ

れ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、「
○
○
チ
ャ
ン
は
、
言
葉
が
う

ま
く
話
せ
な
く
て
、
友
達
に
い
じ

め
ら
れ
た
り
す
る
け
ど
、
私
は
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
聞
い
て
あ
げ

る
の
。」
等
の
よ
う
な
、
何
気
な
く

話
す
子
ど
も
の
言
葉
を
聞
い
て
、

大
人
が
は
っ
と
心
打
た
れ
る
よ
う

な
言
葉
が
返
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
「
負
う
た
子
に
、
道
を
教
え
ら

れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
鋭

い
感
覚
は
、
大
人
を
は
っ
と
さ
せ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

大
人
の
何
気
な
い
言
葉
（
子
ど
も

を
比
較
す
る
言
葉
な
ど
）
が
子
ど

も
の
心
を
傷
つ
け
、
長
い
間
、
子

ど
も
に
不
安
や
不
満
を
も
た
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
力
で
考
え
、
動
き
出
そ

う
と
し
た
時
の
子
ど
も
の
気
持
ち

は
、
自
分
の
気
持
ち
を
押
し
通
し

な
が
ら
も
、
一
方
で
身
近
な
人
の

同
意
を
も
ら
い
た
い
と
望
む
不
安

定
な
も
の
で
す
。
突
き
上
げ
て
く

る
想
い
。
不
安
と
心
細
さ
。
そ
れ

ら
の
も
ろ
も
ろ
の
感
情
が
、
意
味

の
な
い
質
問
や
体
を
摺
り
寄
せ
て

き
た
り
す
る
行
動
と
な
っ
て
現
れ

る
の
で
す
。
時
と
し
て
、
そ
れ
を
、

う
る
さ
く
わ
ず
ら
わ
し
い
と
感
じ

か
ね
ま
せ
ん
が
、「
子
ど
も
は
答

え
を
ほ
し
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。」と
い
う
言
い
方
を
改
め
て

考
え
て
み
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に

通
う
こ
と
で
、
同
年
・
異
年
齢
の
子

ど
も
た
ち
と
一
日
の
う
ち
の
何
時

間
か
を
過
ご
す
と
い
う
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
試
練
を
経
験

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
自
分
の

行
動
を
決
め
る
と
い
う
苦
し
い
体

験
も
し
ま
す
。
少
し
ぐ
ら
い
嫌
な

こ
と
で
も
、
我
慢
を
し
て
慣
れ
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
す
。
今

ま
で
は
自
分
中
心
に
回
っ
て
い
た

世
界
か
ら
、
そ
れ
が
通
用
し
な
い
世

界
に
入
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

し
か
し
こ
う
い
う
体
験
も
、
こ

れ
が
終
わ
れ
ば
温
か
い
家
庭
が
あ

り
、
家
族
と
一
緒
に
な
れ
る
と
い

う
確
信
が
あ
れ
ば
こ
そ
乗
り
越
え

て
い
か
れ
る
の
で
す
。

　「無意識適合から意識的行動へ」(モンテッソーリの分類による)
　　　　――　3・4歳～就学前後ころまで　――

質
問
・
行
動
す
る

質
問
・
行
動
す
る

子
ど
も

　
　
　
　
　

子
ど
も

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�編集�
中野市教育委員会

―子どもの育ちに寄せる願い― 第２章　幼児期の子ども

No.３

そ
の
と
き
の

そ
の
と
き
の

子
ど
も
の
心

　
　
　

子
ど
も
の
心

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

広
い
世
界
で
の

広
い
世
界
で
の子

ど
も

　
　
　
　
　

子
ど
も

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　修学旅行での夕食風景
　　　　　　（写真：高社中学校）



写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと
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今月の表紙

　一本木公園で６月２日、570種1200株のバラが見
ごろを迎えようとしている中、「2007なかのバラま
つり」が開幕しました。当日は、毎年好評の苗木販
売をはじめ、メロディ＆フラワーアレンジメントシ
ョーやバラの紙粘土教室など、たくさんのイベント
が行われました。なお、期間は今月24日までです。
まだご覧になっていない方や、これからという方は、
市街地においてもたくさんのイベントを予定してい
ますので、あわせてお立ち寄りください。

�������
　５月20日、第３回高野辰之記念祭が高野辰之記念館
において行われました。
　当日は、「The Nature Jazz Voices」をお迎えして高野
辰之先生・中山晋平先生の代表曲でもある「故郷」や
「シャボン玉」、グループのオリジナル曲「望郷」な
どの演奏がありました。
　観賞された皆さんは、童謡・唱歌とジャズが見事に
融合した、斬新なアレンジの見事な演奏に聞き入って
ました。

▲力強いサックスの演奏

平成１9年６月　広報なかの  16

▲国指定をしるした標柱の除幕式

　５月13日、「高梨氏館跡」国史跡指定記念講演会が市
民会館ホールにおいて行われました。
　これは、「高梨氏館跡」が今年の２月６日付けで国指
定文化財（史跡）となったことを記念したもので、当
日は作家の童門冬二先生をお迎えし、「歴史に生かす
まちづくり－高梨氏館跡国指定を機会に－」と題して
講演をしていただきました。
　また、講演会終了後は高梨館跡公園駐車場において
標柱除幕式が行われました。

▲作家の童門冬二先生

��������	
���
����������	
��


　５月12日、中野市少年育成委員会主催による清掃・
整理活動が行われました。
　当日は約70名が参加し、市内の国道２９２号横断地下
道と私鉄・ＪＲ駅駐輪場を中野警察署の方と連携して
清掃等をしました。
　これは、青少年健全育成のための環境浄化活動の一
環として行われたものです。

��������	
��
�

17　平成 １9 年６月　広報なかの

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

　５月13日、夜間瀬川の旧長野電鉄河東線かま橋付近
を会場に、中野市消防団水防訓練が行われました。
　当日は、関係者約300名が参加する中、講師に中野建
設事務所の方をお迎えして、積み土のう工法やシート
張り工法、木流し工などの講習を受けました。団員に
皆さんは、万一の水害に備え真剣に訓練に取り組んで
いました。
　この水防訓練は、水防体制の強化を目的に毎年行わ
れています。

����

��������	
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▲万一の際に備え訓練を行いました ▲大変きれいになりました

���������	
��	
��
　５月26日、平成19年度鳥の大学・チョウゲンボウ探
鳥会が国指定の天然記念物「十三崖のチョウゲンボウ
繁殖地」において行われました。
　当日は、市内外から約50名が参加し、講師の信濃野
鳥写真クラブ代表の山上孝夫さんと日本野鳥の会会員
の北澤善政さんから、夜間瀬川河川敷を歩きながら、
いろいろな鳥のお話を聞きました。また、巣穴で営巣
しているチョウゲンボウのヒナの様子を望遠鏡や双眼
鏡で観察し、生態等についても説明を受けました。

▲巣から顔を出しているヒナを観察しました

　５月27日、中野市体育協会の主催により第18回カチ
ューシャふるさとマラソン大会が中野小学校グラウン
ドを主会場に行われました。当日は、宮様スキー大会
国際競技会クロスカントリー種目男子10ｋｍクラシカ
ル優勝者である山岸修招待選手をはじめ、男女約330
名が参加しました。参加者は絶好の五月晴れのもと、自
分のペースで楽しく走りゴールを目指していました。

▲最後の上り坂を力走　がんばれ！
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�▼ 愛宕山(あたごさん)の
ツツジ。平成11年に約
1500本が植栽された。

�▲ 昨年から始まった築堤工事現
場。水害に苦しんできた住民の
長年の努力が形になりつつある。

�▼ 霊閑寺・無相大師祖堂。高梨
家出身で臨済宗妙心寺派開祖の
無相大師がまつられている。

�▲ 如法寺・観音堂。建
築様式は京都の清水寺
本堂と同様な懸崖造り。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　例年、観音様のお祭りが始まる４月17日
から25日にのぼり旗をたて、旗を片付けた
後、鴨ヶ嶽神社で春祭りを開催しています。
また、10月７日には、一年間の豊作に感謝
をして秋祭りを催しています。区内には日
本土人形資料館など見どころが多く、ウォ
ーキングに訪れる人も大勢います。

　柳沢愛宕山の名水が湧き出す所にまつ
られている「山ノ神様」のお祭りと「山
のお伝馬」が大きな行事です。周辺には
修験者が修行した洞穴や十三仏石碑のほ
か、市指定の天然記念物であるエドヒガ
ン桜の古木や、滝の沢川源流の不動滝な
どがあり、皆で大切に守っています。

No.�

柳  沢      区
やなぎさわ

   普 代  区
ふ だ い

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
か
た
く
り
の
会
」

は
、
お
年
寄
り
の
方
に
集
ま
っ
て
も
ら
う

憩
い
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
、
地
元
の
保

健
補
導
員
の
有
志
の
方
々
に
よ
り
平
成
十

五
年
に
発
足
し
た
会
で
、
現
在
、
七
十
代

〜
八
十
代
の
世
話
人
五
名
、
会
員
二
十
一

名
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
月
一
回
、
栗
和
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
健

康
体
操
や
手
芸
の
ほ
か
、
お
花
見
会
や
花

植
え
、
バ
ラ
公
園
の
散
策
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
で
は
、
健
康
を
確

認
し
あ
い
、
話
し
て
、
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、

楽
し
か
っ
た
と
思
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

会
長
の
伊
藤
氣
雪
さ
ん
は
、「
笑
い
こ

そ
健
康
の
も
と
、
家
で
は
な
か
な
か
大
笑

い
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
会
に

参
加
し
て
大
笑
い
し
ま
し
ょ
う
。
会
員
自

身
が
主
人
公
、
今
を
支
え
て
い
る
の
は
自

分
、
と
一
人
一
人
が
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
に
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
活
動

を
区
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
参

加
し
た
い
方
が
増
え
て
欲
し
い
。」と
お
話

し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

かたくりの会
会長　伊 藤 氣 雪
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
功
さ
ん
）
共
通
の
友
人
を
通
し

て
、
一
昨
年
の
八
月
に
出
会
い
、

た
び
た
び
二
人
で
ご
飯
を
食
べ
に

行
く
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
年
の

十
月
に
私
か
ら
告
白
し
て
付
き
合

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
功
さ
ん
）
笑
顔
が
す
て
き
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
絵
美
さ
ん
）
金
髪
で
恐
か
っ
た

で
す
。（
笑
）

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
功
さ
ん
）
身
の
回
り
の
こ
と
を

き
ち
ん
と
し
て
く
れ
ま
す
し
、
一

緒
に
い
る
と
、
信
頼
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
絵
美
さ
ん
）
や
さ
し
い
と
こ
ろ

と
、
一
緒
に
い
る
と
癒
さ
れ
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
功
さ
ん
）
明
る
く
楽
し
く
お
互

い
助
け
合
っ
て
、
幸
せ
な
家
庭
を

築
い
て
い
き
た
い
で
す
。
絵
美
さ

ん
、
い
つ
も
迷
惑
か
け
る
け
ど
、

よ
ろ
し
く
。
幸
せ
に
し
ま
す
。

（
絵
美
さ
ん
）
一
番
安
心
で
き
る

場
所
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
笑
い

の
あ
る
家
庭
を
築
い
て
行
き
た
い
。

功
さ
ん
、
い
つ
も
、
ご
飯
作
っ
て

待
っ
て
い
る
か
ら
、
気
を
つ
け
て

帰
っ
て
き
て
ね�

小　林　　　功  さん  （26歳）
　　　　絵　美  さん  （28歳）

（西条）

No.26

　

私
の
将
来
の
夢
は
ブ
ラ
ジ
ル
に

行
く
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
ど
う
し
て
か
と
い
う

と
、
私
は
３
歳
で
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

日
本
に
来
た
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

こ
と
は
何
も
覚
え
て
い
な
い
か
ら

で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
景
色
は
何
も

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
会
っ

て
み
た
い
し
、
い
と
こ
に
も
会
っ

て
み
た
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
け
た
ら

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
、
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
て
一

番
や
り
た
い
こ
と
は
、
家
族
で
遊

び
に
行
く
こ
と
で
す
。
ま
だ
、
写

真
で
し
か
み
て
い
な
い
き
れ
い
な

景
色
を
じ
っ
さ
い
に
見
て
み
た
い

し
、
店
も
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
た

大
き
な
遊
園
地
に
も
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
ブ
ラ
ジ

ル
で
や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
ブ
ラ

ジ
ル
に
行
く
の
が
将
来
の
夢
で
す
。

�
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
き
た
い�

延徳小学校６年
　イ ト ウ モニカさん

�

新新 婚婚 ささ
んん

一
緒
に
い
る
と
安
心
す
る
二
人

　
　

い
つ
ま
で
も
笑
い
の
あ
る
家
庭
に
し
た
い

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

緑豊かな郷土づくりを目指して

　５月26日、北信濃ふるさとの森文化公園の周辺にお
いて、北信州植樹祭が開催されました。前日の雨によ
り開催が心配されましたが、当日は絶好の五月晴れと
なりました。
　これは、北信地域における健全な森林づくりを目的
として、毎年この時期に北信６市町村で交互に開催さ
れているもので、今年は中野市で開催され、緑豊かな
郷土作りを願い植樹が行われました。
　また同日、同会場で新緑まつりも開催され、フリー
マーケットやそば・うどんの販売、きのこの駒打ち、
ぽんぽこ市などの各種イベントが行われ、会場にはた
くさんの方が訪れ大変賑わっていました。
　参加者は新緑に囲まれ、楽しい１日を過ごしていま
した。

北信州植樹祭・新緑まつり開催�
植
樹
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
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空
き
住
宅
及
び
７
月
か
ら
９
月

ま
で
に
明
渡
し
の
あ
っ
た
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月
４
日�
〜　

日�
15

募
集
す
る
住
宅　

東
山
、
泉
、
長

元
坊
、
小
田
中
、
城
下
の
各
市
営

住
宅

抽
選
日
時
及
び
会
場

６
月　

日�
　

午
後
２
時

28

市
民
会
館　

号
会
議
室

45

選
考
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

※
入
居
者
の
資
格
等
、
詳
し
く
は
、

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

６
月
か
ら
平
成　

年
３
月

20

ま
で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜　

時
11

会
場　

市
内
公
立
保
育
園
の
園
庭

対
象　

就
学
前
児
童
と
保
護
者

持
ち
物　

着
替
え
な
ど

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

期
日　

６
月　

日�
、　

日�

15

16

時
間　

終
日

交
換
場
所　

中
町
…
塩
川
ヨ
シ
宅

西
町
…
馬
島
柾
子
宅
、
東
町
…
林

淑
子
宅
、
一
本
木
…
風
間
一
江
宅
、

東
山
団
地
…
東
山
食
堂
、
間
山
…

小
林
優
子
宅
、
江
部
…
湯
本
政
子

宅
、
東
吉
田
…
頓
所
文
子
宅
、
金

井
…
佐
藤
八
栄
子
宅
（
ナ
ガ
ノ
装

飾
）、
三
ツ
和
…
三
ツ
和
農
産
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
永
田
…
松
野
冨

子
宅
、
豊
津
…
町
井
濶
子
宅

■
手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
講
習
会

期
日　

６
月　

日�
17

時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

会
場　

市
民
会
館
駐
車
場
脇

持
ち
物　

手
袋
、 廃
油（
無
く
て
も

可
）

募
集
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

（
男
子
）（
７
・
８
月
採
用
）

受
験
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

受
付
締
切　

６
月　

日�
予
定

15

試
験
期
日　

６
月　

日�
16

※
募
集
人
員
及
び
細
部
の
募
集
要

項
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の
園
庭
開
放

保
育
課
保
育
係 （
内
線
２
９

３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
子
ど
も

課
こ
ど
も
係
（
内
線
１
２
１
）

�

そ
の
他　

費
用
は
無
料
で
、
事
前

に
申
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
参
加
者
の
保
育
園
で
の
事

故
は
、
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
高
齢
者
や

19

障
害
者
等
の
居
住
の
安
全
性
及
び

介
護
の
容
易
性
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
己
負
担
額
が

　

万
円
以
上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

30修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
申
告
に

よ
り
該
当
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
が
、
翌
年
度
に
限
り
減
額
さ
れ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

６
月
、
７
月
の
２
ヶ
月
間
は
暴

走
族
追
放
の
強
化
期
間
で
す
。
自

ら
は
暴
走
行
為
を
行
わ
な
い
、
暴

走
行
為
を
し
て
い
る
人
を
見
掛
け

た
ら
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
、
暴

走
族
追
放
の
気
運
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

お問い合わせは 『ねんきんダイヤル』 へ！

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内

線
２
７
３
）ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係（
内
線
１
５
３
）

�

★平成１９年７月１３日（金）まで
・年金の請求など　　　　０５７０－０５－１１６５
・年金を受けている方　　０５７０－０７－１１６５
受付時間　午前８：30～午後５：15（土、日、祝日を除く）
★平成１９年７月１７日（火）から
　０５７０－０５－１１６５（イイロウゴ）
　＊ＩＰ電話・ＰＨＳからは「０３－６７００－１１６５」へ
受付時間　月～金曜日　午前８：30～午後５：15
　　　（月曜日（休日の場合は火曜日）は午後７：00まで受付）
　　　　　第２土曜日　午前９：30～午後４：00
　　　（毎年１１月は第２・第４の土曜日、日曜日も受付）
　＊祝日、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。
※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番を付け
るなど、おかけ間違いにご注意ください。
※月曜日など休日明けやお客様のお手元に通知書が届いた直後
は電話が大変混み合うことがございます。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）
豊田支所市民環境課市民環境係（内線１３５）
長野北社会保険事務所（�０２６（244）４１００）

食
用
廃
油
を

手
作
り
石
け
ん
と
交
換

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

（
内
線
２
３
８
）

�

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置

税
務
課
資
産
係

（
内
線
２
２
６
）

�
 「
暴
走
を
し
な
い 
さ
せ
な
い

見
に
行
か
な
い
」

〜
暴
走
族
追
放
運
動
〜

長
野
県
暴
走
族
追
放
県
民
会
議

 （
県
生
活
環
境
部
生
活
文
化
課
内
）

０
２
６ （　

） ７
１
７
４

235

�

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

長
野
地
域
事
務
所

０
２
６ （　

） ６
０
２
６

235

�

◆必ず換気をして、一酸化炭素中毒
による死亡事故を防ぎましょう。
◆最近、換気不良により、小型ガス湯沸
器での一酸化中毒による死亡事故が発
生しています。

◆物が燃えるには、新鮮な空気が必要で
す。十分な換気をしなければ、空気が
不足し、一酸化炭素が発生します。

◆締め切った４畳半で小型ガス瞬間湯沸
器を燃焼すると、約２０分で致死量の
一酸化炭素が部屋に充満することもあ
ります。

◆一酸化炭素は、無色無臭です。頭痛や
吐き気で異変に気付いた時には、手足
がしびれて動けず、手遅れになって死
に至る場合もあります。

小型瞬間湯沸器を
ご使用されている皆様へ

21　 平成１9年６月　広報なかの

　

県
政
の
様
々
な
分
野
か
ら
、
県

が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
、
医
療
・
福
祉
、
環
境
な
ど
暮

ら
し
に
密
着
し
た
も
の
な
ど
、
県

民
の
皆
さ
ま
に
関
係
の
深
い　

テ
129

ー
マ
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

県
内
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

昼
夜
休
日
を
問
わ
ず
、
県
職
員
が

皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
し
、

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

環
境
省
で
は
、
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家

庭
の
電
気
を
消
し
て
い
た
だ
く
よ

う
呼
び
か
け
る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
本
年
も
実
施
し
ま
す
の
で
消
灯

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

６
月　

日
（
金
・
夏
至
の

22

日
）
か
ら　

日�
ま
で

24

※
詳
細
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.w
anokurashi.ne.jp/

　
①
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
コ
イ
の
放
流

は
、
当
分
の
間
行
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

行
な
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

漁
業
協
同
組
合
及
び
水
産
試
験

場
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
来
年
３
月　

日
ま
で
の
間
は
、

31

河
川
、
湖
沼
等
（
養
魚
場
や
個

人
の
池
は
除
く
）
に
お
い
て
、

コ
イ
を
捕
ま
え
た
人
は
、
生
き

た
ま
ま
コ
イ
を
持
ち
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
内
の
河
川
、
池
な
ど
で
死
亡

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病

ま
ん
延
防
止
対
策

農
政
課
農
政
振
興
係

（
内
線
２
５
３
）

�

【
２
０
０
６
年
平
均
気
温
】

　

先
日
、
気
象
庁
よ
り
昨
年

の
年
平
均
気
温
に
つ
い
て
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
平
均
気
温
の
平
年

差
は
＋
０
・
３
１
℃
で
、
統

計
を
開
始
し
た
１
８
９
１
年

以
降
で
は
１
９
９
８
年
、
２

０
０
５
年
に
次
ぎ
、
第
三
位

の
高
い
値
で
し
た
。

CO2

長
野
県
政

出
前
講
座

県
総
務
部
広
報
課
広
聴
係

０
２
６ （　

） ７
１
１
０

235

�

　コンポスト化施設により製造した肥料、
なかの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
６月の販売日
13日�、17日�、27日�
なお、７月・８月の販売は行いません。
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

 なかの 「おすみちゃん」 販売

　

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課

温
暖
化
防
止
係

０
２
６ （　

） ７
０
２
２

235

�

シリーズ
地球温暖化防止⑮

　

日
本
で
は
＋
０
・
４
４
℃

で
、
統
計
を
開
始
し
た
１
８

９
８
年
以
降
で
は
第　

位
の

10

高
い
値
で
し
た
。（
平
年
差
と

は
平
均
気
温
か
ら　

年
間
の

30

平
均
値
を
差
し
引
い
た
値
）

　

近
年
、
高
温
と
な
る
年
が

多
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
は
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
増
加
に
伴
う
地
球
温

暖
化
の
影
響
の
他
に
、
十
年

か
ら
数
十
年
程
度
の
時
間
規

模
で
繰
り
返
さ
れ
る
自
然
変

動
が
重
な
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
約
三
万
件
の
観
測
デ
ー
タ

か
ら
温
暖
化
を
実
証
】

　

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
世

界
の
研
究
者
で
つ
く
る
「
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（　

）」
の
第
二
作
業
部

IPCC

会
が
、
第
四
次
の
報
告
書
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

平
均
気
温
の
上
昇
が　

〜
1.5

２
℃
を
超
え
る
と
、
最
大　
30

％
の
生
物
種
が
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
、
ま
た
、
２
〜
３
℃

で
は
、
毎
年
洪
水
被
害
に
遭

う
人
が
数
百
万
人
増
加
す
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
対
策
の
実
施
は
、

一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

魚
等
、
コ
イ
の
異
常
を
発
見
し

た
場
合
は
、
市
役
所
農
政
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

訓
練
科
名　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科

障
害
者
職
業
訓
練
生
募
集

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校

０
２
６ （　

） ２
３
４
１

292

�

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
イ

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

応
募
資
格　

公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
申
込
し
、
障
害
者
手
帳
等
を

所
持
し
て
い
て
、
自
力
で
通
学
が

可
能
な
方
。

申
込
期
限　

７
月
６
日�

申
込
先　

飯
山
公
共
職
業
安
定
所

　農薬は次のことを守り適正に使用
しましょう。
１　農薬使用基準を遵守しましょう。
２　定められた用途以外での使用は
絶対にやめましょう。

３　毒物、劇物の取り扱いについて
は、「毒物及び劇物取締法」を遵守
しましょう。

４　防除作業の際は、農薬使用者及
び周辺環境の安全確保に努めまし
ょう。

５　農薬は、鍵のかかるところに保
管するなど、適正な保管管理につ
いて徹底しましょう。

６　登録失効農薬などの不要農薬や
空容器等の処理については、関係
法令を遵守し専門業者に依頼する
など適正な処理を行いましょう。

～農薬の適正使用を徹底しましょう～



平成１9年６月　広報なかの 22

 「
裁
判
員
制
度
」出
前
講
座

長
野
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

０
２
６ （　

） ０
７
４
６

232

�

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て

い
る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
５
月　

日
現
在
で
掲
載
）

29

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
子
ど
も
用
自

転
車
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
子

供
服
（
女
の
子
用
）
★
ダ
ン
ベ

ル
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
★
五
月
人

形
★
プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ

ー
★
食
器
棚
★
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
★
破
魔
矢
★
水
槽
（
飼
育
セ

ッ
ト
付
）
★
す
べ
り
台
（
室
内

�
ゆ
ず
り
ま
す

用
）
★
電
気
ス
ト
ー
ブ
★
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
★
足
温
機
★
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
鏡
台

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
車

イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転
車

★
電
動
自
転
車
★
シ
ル
バ
ー
カ

ー
（
手
押
し
）
★
子
供
服
（
双

子
の
男
の
子
用
）
★
テ
レ
ビ
★

車
用
ス
ピ
ー
カ
ー （
屋
根
設
置
）

★
炊
飯
器
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
子

ど
も
用
自
転
車
★
掃
除
機
★
冷

蔵
庫
★
溶
接
機
★
ベ
ビ
ー
カ
ー

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

　

ご
要
望
に
よ
り
裁
判
員
制
度
の

説
明
広
報
に
検
察
庁
職
員
が
出
向

き
、
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
制
度
の
広
報
ビ

デ
オ
の
貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
、

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
国
（
厚
生
労
働
省
）
に

よ
る
慰
霊
巡
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
派
遣
地
域
は
、
旧
ソ
連

の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
他
、
中
国

の
東
北
地
区
、
南
方
の
硫
黄
島
他

で
す
。
派
遣
地
域
、
予
定
期
間
、

申
込
期
限
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
品
者
資
格　

県
内
在
住
の　

歳
60

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真

申
込
締
切　

７
月　

日�
11

※
申
込
方
法
等
は
、
健
康
長
寿
課

　
（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）ま　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
日
外
国
人
が
正
規
に
我
が
国

に
在
留
（
滞
在
）
し
た
り
、
外
国

人
を
雇
用
す
る
た
め
に
は
次
の
様

な
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
日
本
に
居
住
す
る
に
は
、
在
留

資
格
が
必
要
で
す
。
在
留
資
格

に
は
、「
研
修
」「
興
業
」、「
短

期
滞
在
」
等　

種
類
が
あ
り
、

27

活
動
で
き
る
範
囲
と
在
留
期
間

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

密
入
国
や
偽
造
旅
券
を
使
う

な
ど
正
規
の
資
格
を
持
た
な
い

不
法
滞
在
者
が　

万
人
い
る
と

20

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
に
は
、

　

不
法
滞
在
者
で
な
い
方
、
適
法

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
方
、
で

あ
る
か
を
旅
券
、
外
国
人
登
録

証
明
書
、
就
労
資
格
証
明
書
な

ど
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月

19

７
日�

抽
選
日　

８
月　

日�
16

�

�

�

�
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�������������������

�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�
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�

�
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�
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　裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員とし
て殺人などの重大な事件について刑事裁判に参
加していただき、被告人が有罪かどうか、有罪
の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に
決めていただく制度です。
　
Ｑ　裁判員になるために，資格はいるの？
Ａ　衆議院議員の選挙権を有する人 （２０歳以上）
であれば，原則として，だれでもなることが
できます。ただし，次のような人は，裁判員
になることができません。

①資格がない人（義務教育を修了していない人
（義務教育を修了した人と同等以上の学識の
ある人は除きます。），禁錮以上の刑に処せら
れた人など）

②裁判員の職務に就くことができない人（国会
議員，司法関係者，警察官，都道府県知事及
び市町村長（特別区長も含む）など）

③その事件について裁判員になることができな
い人（審理する事件の被告人又は被害者本人，
その親族，同居人など）

④その他（裁判所が不公平な裁判をするおそれ
があると認めた人）

詳しくは、
長野地方裁判所ホームページをご覧ください。
　�http://www.courts.go.jp/nagano/
（キーワード 「長野地裁」 でも検索できます。）

～平成21年５月までに始まります～
②

慰
霊
巡
拝
の
お
知
ら
せ

福
祉
課
厚
生
保
護
係

（
内
線
２
９
５
）

�

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
高
齢
者
作
品
展

作
品
募
集

健
康
長
寿
課
長
寿
支
援
係

（
内
線
２
４
３
）

�

来
日
外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

中
野
警
察
署

�
０
１
１
０

�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売
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し
ま
す
。

「
本
間
友
幸 
薔
薇
貫
入
釉
の

陶
展
‐
無
限
の
再
生
‐
」

６
月　

日�
〜
７
月　

日�

29

22

※
陶
器
表
面
の
貫
入 （
ひ
び
）が

無
数
の
小
さ
な
薔
薇
の
よ
う

に
見
え
る
と
い
う
、
独
特
な

釉
薬
を
用
い
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

押
絵
の
美
衣
会
展

６
月　

日�
ま
で

17

小
林
悦
子
水
墨
画
展

７
月
１
日�
ま
で

飯
沼
禮
子
と
仲
間
た
ち
展

６
月　

日�
〜
７
月
１
日�

20

　

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
展

2007示
「
山
田
晃
メ
モ
リ
ア
ル
展
」

７
月
１
日�
ま
で

※
一
本
木
に
生
ま
れ
、
表
現
力

豊
か
な
絵
画
を
残
し
た
山
田

晃
氏
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
展
示

2007６
月　

日�
ま
で

24

※
バ
ラ
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、

バ
ラ
を
扱
っ
た
押
し
花
や
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
展
示

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 ・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

５月第２・４日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)６月11日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)６月11日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

中央子育て支援センター
(りんごっこ)
� ２２ －２２５９

毎週月・水・金
（休所日を除く）
10:00 ～ 11:00

保健師による子育て
相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

相
続
登
記
、
抵
当
権
抹
消
登
記

な
ど
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
の
予
約
は
不
要
で
、

ご
相
談
は
無
料
で
す
。

期
日　

７
月
７
日�

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

44

相
談
員　

司
法
書
士

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局
で

は
、
毎
週
月
・
水
曜
日
の
両
日
、

人
権
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

▽
月
曜
日　

午
後
１
時　

分
〜
４

30

時　

分
30

▽
水
曜
日　

午
前
９
時
〜　

時
12

会
場　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

登
記
相
談
所
の
開
設

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９ �
２
３
０
２

�

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
可
。

　

広
報
な
か
の
５
月
号
に
挟
み
込

み
ま
し
た
「
平
成　

年
度
中
野
市

19

市
税
公
共
料
金
納
付
計
画
表
」
及

び
裏
面
の
「
市
税
・
公
共
料
金
納

付
Ｑ
＆
Ａ
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
わ

人
権
常
設
相
談
所

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�

ご
寄
付

び
収
蔵
資
料
の
た
め
、

　

綿
繰
り
機
〈
赤
岩
・
花
岡
達

善
様
〉

▼
環
境
保
全
の
た
め
、

　

現
金
１
万
９
５
０
０
円
〈
㈲

山
三
様
〉

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
を
来
訪
者
の

心
が
や
わ
ら
ぐ
空
間
に
す
る

た
め
、

　

編
み
ぐ
る
み
干
支
セ
ッ
ト

〈
東
吉
田
・
吉
田
ナ
ツ
様
〉

平
成　

年
４
月　

日
か
ら

19

23

　
　
　
　

５
月　

日
ま
で

21

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
学
校
図
書
整
備
（
延
徳
小
学

校
）
の
た
め
、

　

現
金　

万
円
〈
愛
知
県
名
古

10

屋
市
・
大
井
正
隆
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
及

び
し
ま
す
。

　

計
画
表
の
国
民
健
康
保
険
税
３

期
の
口
座
振
替
日
が 「
９
月　

日
」

30

と
あ
る
の
は
「　

月
１
日
」、
Ｑ
＆

10

Ａ
の
豊
田
支
所
㈹
の
電
話
番
号
が

「
０
２
６
９�
３
１
１
１
」
と
あ

る
の
は「
０
２
６
９�
３
１
１
１
」

の
誤
り
で
す
。　

訂
正
と
お
わ
び
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課

マタニティクラス

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター>
７月11日(水)…日野、延徳、平野
　　12日 (木) … 高丘、長丘、平岡、科野、倭
　　13日(金)…中野

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（１期初回終了後12
　　　　　～18か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対　
　

象 

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成19年５月１日現在） （平成19年５月１日現在）

人　口　４６,２９６人（＋ 5）
　男　　２２,３９６人（± 0）
　女　　２３,９００人（＋ 5）
世帯数　１４,８３９戸（＋41）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

19年２月生まれ６月19日�
３か月
健 診

18年10月生まれ６月20日�７か月
健 診

17年11月生まれ６月22日�
１歳 
６か月
健 診

17年５月生まれ６月18日�２ 歳
健 診

16年５月生まれ６月21日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

　周りのみんなを明るくしてく
れる楽しい女の子で、プリキュ
アごっこが大好きです。
　笑顔の絶えない子に育ってほ
しいです。
（土屋智義・智恵子さん　赤岩）

土屋 日  実 ちゃん（３歳１か月）
ひ み

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

６月19日(火)
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年２月生まれ
※３か月健診時に行います。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。

期日／７月５日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常・妊産婦の栄養（試食）

�22－2111内線242
�22－2111内線356
�38－3111PHS61203

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに９時～17時。日・祝日のみ) 

日　本　脳　炎

※市では、平成17年５月の厚生労働
省の勧告に沿って、日本脳炎予防
接種の積極的勧奨は行っていま
せん。
　　なお、流行地へ渡航する場合
や蚊に刺されやすい環境にある
場合、本人またはその保護者が
希望する場合は、日本脳炎ワク
チンを接種することができます。
この場合、接種対象年齢内であ
れば、接種費用は無料となりま
す。希望のある方はお問い合わ
せください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

育児教室
期日／７月６日（金）
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について

いきいき健診が始まります

　生活習慣病(糖尿病･高血圧症･
高脂血症等)は、放っておくと重大
な病気(心臓病・脳卒中等）につな
がる危険性があります。これらは、
食生活の偏りや運動不足などの生
活習慣が大きく影響しています。
　いきいき健診をご自分の健康状
況を知る機会にする為、是非受診
ください。（受診料は無料です）
○対象者　１９歳以上の方（平成元
年４月１日以前に生まれた方）

○持ち物　問診票、尿(当日の朝と
ったもの）

※日程、会場等詳細につきましては
保健補導員を通じて全戸配布い
たしました文書をご覧ください。
※肝炎ウィルス検診（受診料200
円）、前立腺がん検診（受診料300
円）、歯科健診(無料:高丘･科野･
倭･上今井地区が対象)をいきい
き健診に併せて行なっています。
なお、70歳以上の方の受診料は無
料です。



あなたとわたし　　未来への    ２ ０ ０ ７.６  №９

　　平成19年度～23年度の中野市男女共同参画計画

「共にいきいき　なかのプラン２１」ができました　　

　　　　　すべての市民が、性別にかかわらず

　　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、

　　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる

　　 男女共同参画社会の実現をめざします。

この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

“あいとぴあ”男女共同参画啓発かるた

１　交 差 点

※「参加」は単に仲間に加わること。「参画」　は計画の段階から加わり、発言が保障され、決定に

関わることをいいます。

� � �



　交 差 点　２

　

中
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
上
で
必
要
な
事
項

を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
中
野
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
を
置
く
こ
と
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
は

〇
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
及
び

変
更
に
関
す
る
事
項

〇
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
促

進
に
関
す
る
施
策
等
に
対
し
て
市

民
か
ら
苦
情
等
の
申
し
出
が
あ
っ

た
と
き
の
市
の
対
応
に
関
す
る
事

項
〇
そ
の
他
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
を

行
い
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の　

名
の
方
を
中
野

11

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
と
し

て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
は
互
選
に
よ
り
会
長
、

副
会
長
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
審
議
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。

中野市男女共同参画審議会委員
任期　平成19年４月１日～平成21年３月31日

推薦等の別氏　　名

 中野市校長会

団
体
等
の
推
薦

藤 沢 豊 治

 中野市区長会湯 本　 巖

 社会教育委員武 田 良 文

 人権擁護委員須 原 政 子

 中野市民生児童委員協議会工 藤 二 六 子

 中野商工会議所倉 品 正 子

 中野市農村女性活動推進委員会小 野 す み 江

 ふるさと虹の会城 本 早 月

 前中野市男女共同参画推進懇話会事
務
局

推　

薦

阿 部 仁 士

 中野市男女共同参画計画策定委員会芳 川 博 成

公　　　募海 野 か を り

■家庭では 「
中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を

策
定
に
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
意

識
や
意
向
を
は
握
す
る
た
め
平
成　
17

年
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。 ２
、０
０

０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
８
５
９

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
男
女
の
地
位
が
平
等
だ
と
思
い
ま

　

す
か
。

男
女
共
同
参
画
推
進
に

男
女
共
同
参
画
推
進
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査
か
ら

関
す
る
市
民
意
識
調
査
か
ら

男
女
共
同
参
画
推
進
に

男
女
共
同
参
画
推
進
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査
か
ら

関
す
る
市
民
意
識
調
査
か
ら

52.552. 5

36.236. 2

24.724. 7

25.425.4

1.91.9

4.14. 1

18.018. 0

32.232.2

2.92. 9

2.12. 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

無回答

不平等

わからない

平等

どちらとも
いえない

��������������������������������������������������������������
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３　交 差 点

　

こ
の
計
画
は
平
成　

年
度
か
ら　

19

23

年
度
ま
で
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と

定
め
、
中
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
に
基
づ
き
、
今
後
市
が
男
女
共

同
参
画
社
会
実
現
を
め
ざ
す
た
め
の

総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
具
体
的
に

定
め
た
も
の
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成　

年
17

９
月
に
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画

推
進
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
中
野
市
の
実
情
に

そ
っ
た
計
画
と
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
か
ら
の
御
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
「
中
野
市
男
女

共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設

置
し
、　

名
の
方
を
委
員
と
し
て
委

15

嘱
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、　

回
に
及
ぶ
委
員
会

12

が
開
か
れ
、
条
例
と
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
は
今
後
こ
の
条
例
及
び
計
画
に

基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
た
め
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
御
意
見
、
御
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画

中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画

■職場では

無回答

不平等

わからない

平等

どちらとも
いえない

32.232. 2

19.419. 4

22.022. 0

19.219. 2

8.88. 8

12.812. 8

26.326. 3

37.737. 7

10.710. 7

10.910. 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

■地域社会では

17.217. 2

8.98. 9

35.135. 1

31.331. 3

7.07. 0

11.811. 8

35.335.3

43.343.3

5.45. 4

4.74. 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性
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　交 差 点　４

　

こ
の
た
び
、
中
野
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
が
制
定
、
施
行
さ
れ
、

中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
「
共
に

い
き
い
き
な
か
の
プ
ラ
ン　

」
が
策

21

定
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
間
で　

回
、

12

毎
回
時
間
延
長
の
大
議
論
の
会
議
で

あ
っ
た
こ
と
を
今
改
め
て
思
い
返
し

て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を　
21

世
紀
の
わ
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
制
定

さ
れ
て
９
年
に
な
り
ま
す
。
が
、
最

近
の
世
情
は
何
か
逆
行
す
る
よ
う
な

風
潮
も
見
ら
れ
て
と
て
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
女
性
が
農
業
な
ど
産
業
の
重

要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
中
野
市

も
、
依
然
と
し
て
性
別
で
役
割
を
固

定
的
に
捉
え
る
意
識
や
、
そ
れ
に
基

づ
く
社
会
慣
行
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。

今
、
切
実
な
少
子
化
問
題
や
、
ま
さ

に
現
実
に
直
面
し
て
い
る
団
塊
世
代

の
離
婚
問
題
な
ど
は
、
起
こ
る
べ
く

し
て
起
き
た
と
も
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
男
女
共
同
参
画
社
会
が

実
現
す
れ
ば
解
決
で
き
る
事
な
の
で

す
。

　

こ
の
時
期
に
中
野
市
に
条
例
と
計

画
が
制
定
・
策
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
条
例
、
計
画
を

ど
う
活
か
し
て
行
く
か
が
私
た
ち
市

民
の
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
の
は
、
単

に
女
性
が
活
躍
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

男
女
が
お
互
い
に
支
え
合
い
協
力
し

合
う
社
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
で
こ
の
条
例
を
守
り
、
計

画
を
推
進
し
て
共
に
い
き
い
き
と
暮

ら
し
豊
か
で
活
力
あ
る
中
野
市
を
築

い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
委
員
の
皆

様
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
御
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て

中
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
長

　

高　

橋　

多
紀
栄

無回答

不平等

わからない

平等

どちらとも
いえない

■社会通念や慣習では

100%

12.912.9

4.84.8

29.529.5

21.221.2

6.76. 7

11.111.1

46.646.6

57.157.1

4.34. 3

5.85. 8

0% 20% 40% 60% 80%

男性

女性

■制度や法律上では

44.044. 0

19.619. 6

24.124. 1

28.428. 4

7.07. 0

16.316.3

20.620. 6

29.329.3

4.34. 3

6.46. 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性



５　交 差 点

日　

時　

６
月　

日�
25

　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

場　

所　

市
民
会
館　

号
会
議
室

42

参
加
者　

市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

（
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
）

申
込
締
切　

６
月　

日 �
21

申
込
み　

電
話
等
で
男
女
共
同
参
画

推
進
室
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
小

さ
い
お
子
様
の
い
る
方
も
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
、

託
児
の
希
望
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�テーマ�

 「夢があり、
豊かで活力ある

中野市に」
～中野市を創る

　女性の活力～

受
講
者　

市
内
在
住
、
在
勤
の
男
女

（
ど
な
た
も
受
講
で
き
ま
す
。
性
別

や
年
齢
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
小

さ
い
お
子
様
の
い
る
方
で
も
安
心
し

て
受
講
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月　

日�
29

申
込
み　

電
話
等
で
男
女
共
同
参
画

推
進
室
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
常
の
時
間
を
ち
ょ
っ
と
や
り
く

り
し
て
の
、
参
加
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

女
性
と
男
性
が
共
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
、
い
き
い
き
と
生
き
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
た
め
の
講
座
で
す
。

内　　　　　容月　日

開講式
男女共同参画について
議会の仕組みと役割

７月19日�

実技－アサーティブ
 「自分も相手も大切にする自己表現法」

８月４日�

埼玉県嵐山町女性教育会館へ
バスにて研修

｢男女共同参画のための研究と
実践の交流推進フォーラム」

８月31日�

議会傍聴（市政一般質問）９月中旬

弁護士による法律講座
結婚、夫婦、相続、遺言など

９月下旬

市長講話
意見交換
閉講式

10月下旬

男
女
共
同
参
画
推
進

昨年度開催の様子

〜
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

〜
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

力
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
〜

力
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
〜

国
の
男
女
共
同
参
画
週
間 （
６
／　

〜
６
／　

） に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

23

29
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「
男
女
共
同
参
画
な
の
に
、
ど
う
し

て
女
性
限
定
？
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
す
。

　

地
域
等
で
開
か
れ
る
市
長
と
の
懇

談
会
は
、
ど
う
し
て
も
男
性
参
加
者

の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
女
性

に
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

配
慮
し
、
ま
た
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
意
見
を
聴
く
た
め
、
今
回
は
初
め

て
参
加
さ
れ
る
女
性
に
限
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。　
　中野市男女共同参画推進室　〒383－8614 中野市三好町 1－4－27
(中野市人権センター内) � 0269－22－2111 内線 254　ファックス 0269－26－2641 有線 51305
　　　　ホームページ
　　　　メール

http://www.city.nakano.nagano.jp/ 
danjo@city.nakano.nagano.jp　　

　交 差 点　６

　

公
民
館
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
研
修
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
講
師
を
派
遣
い
た
し
ま

す
。（
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
）

　

内
容
に
つ
い
て
は
申
込
み
さ
れ
る
方
の

希
望
を
取
り
入
れ
て
、
楽
し
い
講
座
を
一

緒
に
つ
く
り
ま
す
。「
中
野
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」「
共
に
い
き
い
き
な
か
の
プ

ラ
ン　

」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

21

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
内
容
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
話
も
取
り
入

れ
た
講
座
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
間
や
場
所
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
へ
電

話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
８
月
に
開
設
し
た
女
性
相
談

16

窓
口
も
、
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
年
間　

件
を
こ
え
る
相

100

談
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
女
性
が
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
や
辛
さ
を
抱
え
な
が
ら
け
ん
め

い
に
生
き
て
い
る
姿
を
垣
間
見
る
よ
う
な

思
い
で
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
悩
み
、
嫁
姑
問
題
や
介
護
に

つ
い
て
な
ど
女
性
の
悩
み
は
立
場
や
年
代

を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

電
話
し
た
か
ら
と
言
っ
て
問
題
が
す
ぐ

に
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
相
談

す
る
と
い
う
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
話
を
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も

の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
と
く
名
で
も
受
付
け
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
っ
し
ょ
に
解
決
へ
の
道
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

〇
相
談
日

　

月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
・
休
日
は
除
く
）

〇
電
話
相
談

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〇
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　

場
所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
電
話
番
号　
　

―
４

23

８
１
０
（
シ
ン
パ
イ

ゼ
ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と

覚
え
て
く
だ
さ
い
。

・
専
門
の
女
性
相
談
員
が
女
性
の
様
々
な
悩

み
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

　

全
戸
配
布
し
ま
し
た
「
共
に
い
き
い
き

な
か
の
プ
ラ
ン　

」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に

21

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
ペ
ー
ジ　

最
下
行

　

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
９
―　

―
２
１
１
１

22

が
正
し
い
電
話
番
号
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
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梅
雨
の
季
節
、
一
番
日
本

ら
し
い
季
節
と
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
梅
雨
が
苦
手
で
う
っ
と

う
し
い
季
節
と
感
じ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
反
面
、
農
作

物
な
ど
の
植
物
に
は
必
要
な

雨
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
昨
年
の
七

月
十
五
日
〜
十
九
日
の
豪
雨
に
よ
る

千
曲
川
の
増
水
に
よ
っ
て
、
収
穫
間

近
の
果
実
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
今
後
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
温
暖

化
に
よ
る
影
響
な
の
か
、
毎
年
何
ら

か
の
異
常
気
象
に
よ
る
と
こ
ろ
の
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
動
植
物

の
生
態
系
に
ま
で
影
響
が
出
始
め
て

い
る
。
色
着
く
果
実
が
着
色
不
良
と

な
っ
た
り
、
い
ま
ま
で
発
生
を
見
な

か
っ
た
害
虫
の
発
生
な
ど
、
農
業
面

へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
。

 
緑
多
き
我
が
ふ
る
さ
と
。森
や
樹
木

は
温
暖
化
防
止
に
大
変
重
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

 
一
本
木
公
園
で
バ
ラ
祭
り
も
開
催

さ
れ
、
中
野
市
に
華
や
か
さ
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
。
果
樹
園
の
緑
と
マ

ッ
チ
し
た
季
節
で
も
あ
り
中
野
市
民

と
し
て
、
緑
多
き
ふ
る
さ
と
を
幸
せ

と
思
い
な
が
ら
、
う
っ
と
う
し
い
季

節
だ
が
こ
の
時
期
し
か
味
わ
え
な
い

楽
し
み
を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｆ
）
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中野市公民館報

　

六
月
一
日
は
、
気
象
記
念
日
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
温
暖
化
の
影
響
か
降
雪
量
が
異

常
に
少
な
く
、
暖
冬
で
し
た
。

　

人
間
社
会
が
、
便
利
さ
を
求
め
て
二
酸
化

炭
素
を
増
や
し
、
そ
の
結
果
、
地
球
を
暖
め

て
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

も
う
一
度
、
私
達
の
生
活
を
見
直
し
し
て
、

生
活
の
工
夫
を
し
な
が
ら
地
球
を
守
り
、
後

世
に
住
み
良
い
地
球
を
渡
し
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。

　

人
間
に
よ
っ
て
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
住
み

に
く
く
な
っ
て
い
る
ア
マ
ガ
エ
ル
も
、
地
球

の
平
穏
と
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
鳴
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

平
穏
で
、
豊
作
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

�
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地
域
の
子
供
は　

地
域
で
育
て
る　
!!

〈�
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子育て事業事例『まなざし』をダイジェスト版にしました

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く

は
農
業
の
経
験
も
な
く
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
食
べ
物
は
い

つ
も
自
由
に
豊
富
に
手
に
入
る

と
思
い
、
無
駄
に
し
が
ち
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
っ
て

い
る
人
の
苦
労
が
み
え
ず
、
感

謝
の
気
持
ち
も
持
ち
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
野

菜
作
り
や
稲
作
の
場
を
用
意
し
、

食
べ
物
が
で
き
る
ま
で
の
苦
労
、

収
穫
が
で
き
た
喜
び
を
体
験
し

て
ほ
し
い
。

第
１
回
目　

野
菜
作
り
計
画

　

畑
に
行
っ
て
、
ど
ん
な
野
菜

を
育
て
た
い
か
を
考
え
、
班
を

つ
く
る
。
今
後
の
計
画
を
立
て
、

栽
培
方
法
を
調
べ
て
く
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

第
２
回
目

　
　

土
づ
く
り
、
畝
づ
く
り

　

耕
し
て
あ
る
畑
に
肥
料
を
ま

い
て
、
野
菜
に
合
わ
せ
た
畝
を

つ
く
る
。

第
３
回
目　

種
ま
き
、
苗
う
え

　

野
菜
に
合
わ
せ
た
種
ま
き
を

し
、
班
ご
と
に
草
取
り
の
計
画

を
た
て
る
。

第
４
回
目

 　
 
収
穫
祭
の
計
画
と
収
穫
祭

　

親
を
招
待
し
て
収
穫
祭
を
し
、

自
分
た
ち
の
野
菜
を
料
理
し
て
、

参
加
者
全
員
で
た
べ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
を
安
全
で
自
然

が
豊
か
な
所
に
連
れ
出
し
、
五

感
を
通
し
て
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
。

次
第
に
、
そ
の
場
所
が
自
分
達

の
遊
び
場
に
な
り
、
基
地
作
り

へ
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
、
子

ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
く
よ
う

な
材
料
を
用
意
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

手
で
汗
し
て
造
り
上
げ
る
喜
び
、

さ
ら
に
手
作
り
の
遊
び
場
で
遊

び
浸
る
心
地
よ
さ
を
感
じ
と
っ

て
ほ
し
い
。

第
１
回
目

　
　
  
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う

　

山
や
川
原
な
ど
安
全
な
所
へ

出
か
け
、
木
に
登
っ
た
り
、
川

に
入
っ
た
り
と
、
自
然
の
中
で

子
ど
も
た
ち
の
思
う
ま
ま
の
遊

び
を
す
る
。

〈
留
意
点
〉

　

前
も
っ
て
下
見
を
し
、
行
動

範
囲
や
危
険
な
場
所
を
子
ど
も

た
ち
に
話
す
。

第
２
回
目　

基
地
を
作
ろ
う

　

ブ
ラ
ン
コ
、
小
屋
、
タ
ー
ザ

ン
ロ
ー
プ
な
ど
、
自
分
た
ち
の

遊
び
場
を
造
る
。

〈
留
意
点
〉

　

釘
や
か
な
づ
ち
、
の
こ
ぎ
り

の
安
全
な
使
い
方
を
説
明
し
、

け
が
の
な
い
よ
う
に
し
、
で
き

る
限
り
、
親
子
で
参
加
し
て
も

ら
う
。

第
３
回
目　

基
地
で
遊
ぼ
う

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
基
地
や

遊
び
場
で
遊
び
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
を
話
す
。

〈
留
意
点
〉

　

昼
食
、
お
や
つ
な
ど
を
持
ち

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
で
、
ま
た

は
親
子
で
食
べ
て
も
ら
う
。
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●
み
ち
く
さ
お
散
歩
教
室

●
噴
水
と
遊
ぼ
う

●
な
か
よ
し
飯
ご
う
炊
さ
ん

●
こ
の
砂
場
に
寄
っ
て
お
い
で

●
自
然
「
春
夏
秋
冬
」
を
楽
し
も
う

●
春
夏
秋
冬
の
味
を
楽
し
も
う

●
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

●
昼
間
の
学
校
は
夜
に
な
れ
ば　

　

ど
ん
な
感
じ

●
わ
ら
で
あ
そ
ぼ
う

●
お
も
い
っ
き
り
水
と
遊
ぼ
う

●
題
材
集
●

●
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　

一
緒
に
遊
ぼ
う

●
た
こ
づ
く
り
を
し
よ
う

●
火
起
こ
し
に
挑
戦
し
よ
う

●
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
飛
行
機
を

　
　

作
っ
て
大
空
を
飛
ば
し
た
い

●
和
太
鼓
に
挑
戦

●
ふ
る
さ
と
オ
ペ
レ
ッ
タ

●
あ
の
輝
い
て
い
る
先
輩
の

　
　
　
　
　
　

よ
う
に
な
り
た
い

●
い
か
だ
遊
び

●
長
縄
跳
び
に
挑
戦
し
よ
う

●
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
デ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
初
め
て
の
田
植
え　

親
子
で

　

泥
ん
こ
奮
闘
（
原
体
験
）

●
か
ま
く
ら
体
験
教
室

●
子
ど
も
の
戻
っ
て
く
る

　
　
　
　
　

地
域
作
り
チ
ー
ム

●
外
国
の
方
と
地
域
食
材
で
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
食
事
を
つ
く

　

ろ
う

●
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
食
べ
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
よ
う

●
親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

●
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　
　
　

わ
た
し
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ

●
紅
鮭
の
く
ん
製
作
り
を
し
よ
う

　

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少

な
い
父
親
と
子
ど
も
が
ふ
れ
あ

う
時
間
を
生
み
出
し
た
い
。
そ

れ
も
た
だ
楽
し
く
過
ご
す
だ
け

で
な
く
、
二
人
で
一
つ
の
こ
と

に
取
り
組
む
こ
と
で
充
実
感
と

達
成
感
の
あ
る
行
事
に
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
お
互
い
が
力

を
合
わ
せ
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
よ
う
な
題
材
を
選
び
、「
父

親
だ
け
が
奮
闘
し
、
子
ど
も
が

手
持
ち
無
沙
汰
に
そ
れ
を
な
が

め
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
工
夫

す
る
こ
と
が
大
事
。

〈
例
〉
親
子
で
子
ど
も
用
の
椅

子 （
勉
強
用
、 食
事
用
） を
つ
く
る

�
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
。

こ
こ
で
は
子
ど
も
が
活
躍
。

子
ど
も
が
こ
の
椅
子
な
ら
、
ず

っ
と
座
っ
て
（
勉
強
し
て
）
い

た
い
！
と
思
え
る
椅
子
の
デ
ザ

イ
ン
を
す
る
。

�
椅
子
の
寸
法
を
決
め
る
。
子

ど
も
が
実
際
に
座
っ
て
み
て
、

す
わ
り
心
地
の
い
い
、
椅
子
の

高
さ
、
奥
行
き
、
背
も
た
れ
の

角
度
を
決
め
る
。

�
そ
の
椅
子
を
丈
夫
に
作
る
設

計
を
す
る
。
元
の
デ
ザ
イ
ン
を

生
か
し
な
が
ら
、
丈
夫
で
作
り

や
す
い
構
造
を
考
え
る
。
こ
の

制
作
で
は
お
父
さ
ん
も
活
躍
！

�
二
人
で
制
作
を
行
う
。
仕
事

の
分
担
は
、
必
要
な
ら
ば
、
ノ

コ
ギ
リ
と
カ
ン
ナ
は
お
父
さ
ん
、

ド
ラ
イ
バ
ー
と
金
槌
は
子
ど
も

が
使
う
、
と
い
っ
た
ル
ー
ル
も

設
定
す
る
。

�
完
成
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ

ザ
イ
ン
の
ね
ら
い
、
制
作
で
苦

労
し
た
と
こ
ろ
な
ど
を
全
体
で

話
し
合
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　 『まなざし～今、
中野市の子どもに
～』の冊子につい
て詳しくお知りに
なりたい方は、各
公民館までご連絡
ください

�
�
�
�

『
ま
な
ざ
し
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
題
材
を
ご
紹
介
し
ま
す
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豊
田
地
区
、
北
永
江
分
館
で
、

今
年
十
九
回
目
を
迎
え
た
「
菜
の

花
祭
り
」
が
、
五
月
晴
れ
に
恵
ま

れ
た
五
月
三
日
、
長
峯
地
籍
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
り
ん
ご
畑
が
隣
接
す

る
景
色
の
よ
い
場
所
に
、
一
面
黄

色
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
広
げ
た
よ
う

な
、
菜
の
花
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
終
わ
る
と
、

残
雪
の
あ
る
斑
尾
山
を
バ
ッ
ク
に
、

 「
豊
田
も
み
じ
太
鼓
」が
始
ま
り
皆

さ
ん
の
威
勢
い
い
掛
声
と
、
大
空

に
響
き
渡
る
よ
う
な
太
鼓
の
演
奏

で
、
菜
の
花
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

会
場
に

は
、
お
で

ん
や
、
や

き
と
り
、

振
る
ま
い

酒
な
ど
用

意
さ
れ
、

そ
れ
ら
の

美
味
し
い

匂
い
と
、

山
々
に
こ

だ
ま
し
た
太
鼓
の
音
に
誘
わ
れ
た

よ
う
に
、
家
族
連
れ
や
お
年
寄
り

の
人
た
ち
が
訪
れ
始
め
ま
し
た
。

　

地
元
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合

唱
や
、
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
人

た
ち
の
歌
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、

祭
り
も
宴
た
け
な
わ
。

　

ま
た
、
小
学
生
や
幼
児
た
ち
の
、

ヨ
ー
ヨ
ー
、
け
ん
玉
大
会
と
称
し

様
々
な
催
し
物
が
あ
り
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
、
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　

一
方
、
会
場
で
は
同
時
に
小
学

生
に
よ
る

写
生
大
会
、

一
般
に
よ

る
撮
影
会

等
が
行
わ

れ
、
み
な

さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
に
工

夫
を
凝
ら

し
一
生
懸

命
に
、
菜
の
花
畑
の
風
景
を
写
生

し
た
り
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
力
作
は
、
秋
の
文
化
祭

に
展
示
発
表
し
、
皆
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
と
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
参
加

者
全
員
で
「
お　

ろ
月
夜
」
を
合

唱
し
て
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ま
れ
散

会
さ
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
祭
り
を
地

域
お
こ
し
の
た
め
に
、
皆
で
盛
り

上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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Ｋ
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穴
田
に
稲
沢
と
い
う
所
が
あ

る
。

　

昔
、
荒
井
村
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
穴
田

村
発
祥
の
地
で
あ
る
。
名
立
神

は
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
神

社
の
跡
地
は
棚
田
に
囲
ま
れ
た

台
地
に
あ
り
杉
林
と
な
っ
て
い

て
、
そ
の
一
角
に
「
流
れ
造
り
」

の
石
祀
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。

向
拝
の
部
分
は
大
き
く
欠
け
て

全
体
が
風
化
し
て
い
る
。
千
百

余
年
の
昔
が
偲
ば
れ
る
。

　

名
立
神
の
い
わ
れ
は
神
話
に
、

「
信
濃
の
国
は
荒
井
の
庄
、
稲

沢
の
神
に
幣
奉
り
」
と
あ
る
。

こ
こ
は
信
濃
と
越
後
を
結
ぶ
古

道
斑
山
の
登
り
口
に
あ
た
る
替

佐
峠
で
あ
る
。

　

昭
和
八
年
一
月
二
十
五
日
、

長
野
県
よ
り
次
の
通
り
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

「
三
代
実
録
貞
観
七
年
七
月

二
十
六
日
ニ
御
従
五
位
下
ニ
叙

セ
ラ
ル
信
濃
国
名
立
神
社
址 

ヲ
下
水
内
郡
永
田
村
大
字
穴
田

字
稲
沢
口
鰯
山
（
岩
清
水
）
ヲ

八
幡
社
址 
ニ
指
定
ス
」

　

名
立
と
い
う
意
味
は
ア
イ
ヌ

語
の
幣
即
ち
「
イ
ナ
オ
」
の
こ

と
で
、
略
し
て
「
イ
ナ
」
を
立

て
る
と
こ
ろ
と
訳
さ
れ
祭
を
行

う
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

稲
沢
の
稲
も
「
イ
ナ
」
で
あ
る
。

川
を
渡
る
と
こ
ろ
。
峠
の
登
り

口
。
舟
出
の
港
等
は
祭
を
行
う

場
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

修
一

��

　

穴
田
分
館
は
、
地
域
の
親
睦

を
第
一
に
考
え
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
の
内
容
は
、
区
民
球
技

大
会
、
夏
祭
り
、
文
化
祭
な
ど

で
、
分
館
報
「
あ
な
だ
」
を
年

２
回
発
行
し
、
事
業
の
様
子
な

ど
を
載
せ
て
い
ま
す
。　

　

球
技
大
会
は
体
育
部
が
担
当

し
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

３
種
目
を
行
い
、
後
の
懇
親
会

に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
く

れ
ま
す
。

　

夏
祭
り
、
文
化
祭

は
文
化
部
が
担
当
し
、

参
加
し
て
も
ら
う
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
様
、
ま
た
、
自
分

達
も
楽
し
め
る
様
に
、

知
恵
を
出
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
女
性

部
を
新
た
に
設
け
、

女
性
の
観
点
か
ら
の
事
業
を
こ

れ
か
ら
徐
々
に
取
り
入
れ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
「
和
」

の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

穴
田
分
館
主
事 

 　
　
　
　
　
　

岡
村　

寛
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「「「「「「「「「「
第第第第第第第第第第
十十十十十十十十十十
九九九九九九九九九九
回回回回回回回回回回

「
第
十
九
回　

菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜
のののののののののの
花花花花花花花花花花
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりり
」」」」」」」」」」
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

　

菜
の
花
祭
り
」
開
催

ぼ
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今月の伝言板

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から
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■ふるさとのホタルを楽しむ会
　市内のホタルの生態を観察・楽しみ、ホタルの住め
る環境に思いを馳せ、水環境等について考えていただ
く機会です。
日　　時　６月23日(土)　午後７時30分～
　　　　　雨天の場合は６月24日(日)
集合場所　中山晋平記念館駐車場
観察場所　間山区津島地域の篠井川(真引川)沿
講　　師　中野ホタルの会
申 込 み　不　要　　参加費　無　料
服 装 等　長靴又は運動靴、長袖シャツ、長ズボン
　　　　　懐中電灯(ホタルを驚かせないよう赤色
　　　　　灯又は赤いセロハン付き) 雨具(降雨時)

■第３７回市民登山教室
　青年から高齢者の方まで、年齢を問わず登山に親し
み、山や自然への理解を深めていただく教室です。初
心者の方も是非ご参加ください。
　なお、本番に備え事前登山(斑尾山、日帰り)も予定
しております。
日　時　７月28日(土)～29日(日)　定　員　45人
目的地　尾瀬燧ケ岳(おぜひうちがたけ)
指　導　中野山岳会　　参加費　　20,000円
申込み　６月18日(月)から(定員になり次第締切)

■パソコンふれあいサロン
　パソコンを使っていてわからないところなど、専門
の指導員がお答えします。お気軽にお出かけください。
(メニューに沿って進めるパソコン教室とは異なります。)
日　時　毎週月曜日(祝日、年末年始を除く)
場　所　中央公民館　団体室(パソコン室)
定　員　６人　　受講料・申込み　　不　要
その他　自宅で使用しているパソコンをご持参いた
　　　　だいても結構です

■第27回市民作品展
　例年、中野祇園祭に合わせて開催しております市民
作品展では、個人・グループで制作された作品を募集
しておりますので、奮ってご応募ください。
展示期間　７月14日(土)～16日(月)
　　　　午前９時～午後６時(16日は午後５時まで)
展示場所　中央公民館　講堂
展示部門　絵画、書、写真、陶芸、きり絵他各種作品
出品数　１人３点まで(小作品は超過可能)
その他　展示は出品者各自で行っていただきます。
　　　　＜搬入・展示＞７月13日(金)午後３時～
　　　　＜搬　　  出＞７月16日(月)午後５時～
申 込 み　６月18日(月)から

��� �� ���
内　容　小筆書道の会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

����������

■教養講座　水墨画入門教室　(全４回)
　これから水墨画をならってみたいという方はお気軽
にお申込みください。
日　時　６月28日、７月19日、９月６日、10月４日
　　　　午後１時30分～午後３時(毎回木曜日)
場　所　豊田文化センター
講　師　長野県水墨画協会理事　嘉生　稀宗　先生
申込み　６月22日(金)までに豊田公民館へ申込む。
定　員　20人(定員になり次第締切)
受講料　無　料(但し教材費は実費負担)

■教養講座　盆栽教室　(全４回)
　盆栽を楽しんでみたいと思っていらっしゃる方に最
適な基礎から学べる教室です。
日　時　６月24日・７月22日・９月23日
　　　　10月21日(毎回日曜日)午後２時～4時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　阿藤　衛　先生　
申込み　６月18日までに豊田公民館へ申込む。
定　員　30人(定員になり次第締切)
受講料　無　料(但し教材費は実費負担)

■チャレンジ子ども教室
｢すてきな歌をつくっちゃおう｣　(全７回)
　自分で作詞作曲して歌をつくれたら楽しいね。
　オリジナルソングつくってみよう。
日　時　６月30日・７月21日・８月11日・９月22日
　　　　10月20日・11月24日・12月22日
　　　　(毎回土曜日)午前10時～11時30分
場　所　豊田文化センター　受講料　　無　料
講　師　藤森　京子　先生
申込み　６月22日(金)までに豊田公民館へ申込む。
定　員　10人(定員になり次第締切)
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今月の伝言板
■暮らしの中のものづくり講座(陶芸)
　自然の素材を使って“あなただけの生活の道具”
を創造してみませんか。
日　時　７月24日・31日、８月７日・21日、
　　　　９月４日(全火曜日)　　全５回
　　　　午後７時～８時30分
場　所　西部公民館　工作室　　　定　員　15名
対　象　市内在住、在勤どなたでも受講できます
持ち物　汚れてもいい服装でお越しください
受講料　無　料(材料費として初回に300円
　　　　　　　 　　　　　　　いただきます。)
申込み　６月18日(月)から

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４
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≪今月号の表紙の写真≫　５月12日 北部公民館 
　親子体験教室｢あるある探検隊｣講座風景
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■夏休み絵手紙教室
　～夏休みの思い出を絵手紙に……
季節の便りにのせて、お友達に届けてみましょう～
日　時　７月24日・31日　８月７日(毎回火曜日)
　　　　午前10時～12時まで
場　所　西部公民館　図書室
講　師　市川典子　先生
定　員　20人
対　象　小中学生
持ち物　水彩絵の具　一式
受講料　無　料
　　　　(但し、各回はがき代100円、
　　　　 最終回　うちわ代150円の材料費)
申込み　６月18日(月)から

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

■子どもたちのためのお琴、三味線
　　　　　　　　　　　　　体験学習講座
　琴や三味線をつうじて伝統文化の理解を深めましょ
う。どんな音が出るのかな。ちょっと興味があるんだ
けど……西部公民館で体験できます！楽器を用意しま
す。親子の受講も歓迎します。楽器の歴史や楽譜の読
み方、弾き方の基本練習から学べます。
日　時　７月27日、８月３日、10日、17日(金曜日)
　　　　午前10時～11時30分　８月25日、９月１日
　　　　８日、15日、22日、29日、10月６日、13日
　　　　20日、27日、11月３日(土曜日)
　　　　１時30分～３時まで　全15回
場　所　西部公民館　二階研修室
講　師　本田雅瑞慧先生　　受講料　　無　料
対　象　小中学生又は親子　持ち物　　な　し
申込み　６月19日(火)から

■近世文書(古文書)講座
　西部地域に残る近世(江戸時代)の古文書をよみ、そ
れにまつわる歴史を考えてみませんか。
　初歩からはじめます。
日　時　７月９日から毎月第2月曜日　
　　　　午後７時～８時30分
場　所　西部公民館　会議室　　
講　師　岩戸　貞彦(高井地方史研究会・常任委員)
申込み　６月22日(金)まで(以降は随時受付します)

■子育ていきいきサロン
　～　あなたの子育てみつけませんか　～
　子育て中の皆さんと、子育てに関心をお持ちの方が、
子どもの生活の基本を学びながら、いっしょにつくり
あげていくサロンです
日　時　７月３日、17日、24日、８月21日
　　　　９月４日、25日(いづれも火曜日)
　　　　午前10時～午前11時30分
場　所　北部公民館(託児もあります)
参加料　無　料　　申込み６月４日(月)から
＜第１回目の予定＞

７月３日｢あなたの子育てきかせてよ｣(はじめの会)

■郷土の歴史講座
　中野市北部地域の歴史について、やさしい史料をひ
もときながら学習します。初心者歓迎。
(内容)高社山と信仰、各区の生活・諸稼ぎの歴史や文
化、地域出身者著名人など
日　時　初回　７月11日(水)
　　　　(毎月第2水曜日)午後７時～午後８時30分
場　所　北部公民館　　参加料　無料(資料代若干)
講　師　高井地方史研究会常任委員　徳永　泰男　先生
申込み　６月22(金)まで　定　員　　30名
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